
A地区指定日 B地区指定日 C地区指定日
BC地区
共通

新宿、土元、門前、東分、西分、
花祭、高砂、上惣、宿（バイパス
南を含む全地区）

観音下、石原、新町、上区、岩
屋、岳、鹿ノ口、白木、平山、仲
町、浪花町、日ノ出

上分、下分、野口、下惣、馬場、
祖子分、江口、正徳、八北、八
中、八南、東区、大西、南郷

★２月は、資源物回収となっています。回収日が、雨天の場合は、翌週の木曜日に延期になります。なお、容器包装プ
ラスチックにおいては、雨天の場合も収集しますので、お間違えのないようにお願いします。
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2013年2月くらしのカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

可燃物
不燃物

可燃物
不燃物

可燃物

可燃物

可燃物

可燃物

可燃物
不燃物

可燃物
不燃物

可燃物

可燃物

可燃物

可燃物

可燃物 容器包装プラスチック

資源物

資源物

資源物
容器包装プラスチック

容器包装プラスチック

容器包装プラスチック

容器包装プラスチック可燃物

可燃物

可燃物

可燃物
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まちの人口

（町の木）モチの木　（町の花）水仙

前年同月
（平成24年12月31日現在）

人　口
　男
　女
世帯数

（平成23年12月31日現在）

VOL.237 2 9,750
4,620
5,130
3,197

人
人
人
世帯

人
人
人
世帯

9,799
4,643
5,156
3,180

子や孫に誇れる郷土　江北

FEBRUARY
2013

美味しいお餅になあれ！
　12月20日（木）江北町幼児教育センター
で江北町老人クラブ連合会の皆さんの指
導のもと、餅つきが行われ、園児たちは餅
つきを楽しみました。

有料広告

＆議会だより
・特設人権相談所開設

・心配事相談
  および行政相談

・心配事相談

・ふるさとクリーンデー
・日曜役場

・消費生活相談日

・消費生活相談日

・消費生活相談日

・女性のための巡回相談 ・第53回郡市対抗
  県内一周駅伝大会



平
成
25
年
江
北
町
成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

1
月
4
日
（
金
）、
江
北
町
公

民
館
に
お
い
て
平
成
25
年
江
北

町
成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
１
０
６
名
が
新
成
人
と

な
り
、
華
や
か
な
着
物
姿
や
ス
ー

ツ
姿
で
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
と
、

二
十
歳
の
門
出
を
と
も
に
喜
び

合
い
ま
し
た
。

　

成
人
式
の
な
か
で
田
中
町
長

は
式
辞
の
中
で
、「
困
っ
て
い
る

と
き
に
支
え
合
う
こ
と
の
で
き

る
友
達
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
恩
師
代
表
と
し
て
池

上
和
先
生
が
祝
辞
と
し
て
、
中

学
生
時
代
の
思
い
出
を
語
ら
れ
、

新
成
人
は
、
懐
か
し
そ
う
に
笑

顔
で
聞
い
て
い
る
様
子
が
印
象

的
で
し
た
。

　

第
二
部
の
成
人
者
の
集
い
に

お
い
て
は
、
成
人
式
実
行
委
員

会
作
成
に
よ
る
小
中
学
校
時
代

の
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
ス
ラ
イ

ド
シ
ョ
ー
が
上
映
さ
れ
た
ほ
か
、

近
況
報
告
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は

中
学
校
の
思
い
出
話
な
ど
で
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
世
話
に
な
っ
た
中

学
時
代
の
恩
師
に
感
謝
の
花
束

を
贈
呈
す
る
な
ど
、
素
晴
ら
し

い
成
人
式
と
な
り
ま
し
た
。

成
人
者
代
表
答
辞

山
口
裕
貴
（
新
宿
区
）

　

皆
様
方
よ
り
お
祝
と
激
励
の
お
言
葉
を
い
た
だ

き
、
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

私
達
が
こ
う
し
て
無
事
に
成
人
式
を
迎
え
ら
れ

る
の
は
、
こ
れ
ま
で
私
達
を
陰
な
が
ら
支
え
て
く

れ
た
家
族
や
御
指
導
し
て
下
さ
っ
た
先
生
方
、
そ

し
て
暖
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
い
た
地
域
の
皆
様

の
お
か
げ
で
す
。

　

私
達
は
す
で
に
職
業
に
従
事
し
て
い
る
人
や
、

学
業
に
励
ん
で
い
る
人
な
ど
立
場
は
様
々
で
す
が
、

成
人
式
を
一
つ
の
大
き
な
節
目
と
し
て
気
持
ち
を

新
た
に
し
、
一
人
ひ
と
り
が
社
会
の
一
員
と
し
て
、

自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
ち
、常
に
向
上
心
を
持
っ

て
前
進
す
る
覚
悟
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
ふ
る
さ
と
江
北
町
」
を
自
分
達

の
誇
り
と
し
て
大
切
に
し
、
後
に
続
く
後
輩
達
の

見
本
と
な
れ
る
よ
う
努
力
を
重
ね
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
（
※
紙
面
の
都
合
上
、
一
部
要
約
し
て
抜
粋
し
て

い
ま
す
）

2



新成人としての抱負
●
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
う
人
間
の
一
員
と
し

て
、
努
力
を
お
し
ま
ず
頑
張
り
ま
す
。

●
ま
ず
は
大
学
を
頑
張
る
。
そ
れ
か
ら
就
職
。

●
責
任
を
も
っ
て
行
動
す
る
。

●
社
会
の
役
に
立
つ
人
間
に
な
り
た
い
。

●
み
ん
な
に
信
頼
さ
れ
る
大
人
に
な
る
。

●
周
り
の
人
を
笑
顔
に
さ
せ
る
。

●
人
の
役
に
立
て
る
自
立
し
た
大
人
に
な
り
た

い
で
す
。

●
最
期
を
迎
え
る
時
に
、
笑
え
る
よ
う
な
人
生

を
歩
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

●
仕
事
を
さ
ら
に
頑
張
り
、
親
孝
行
し
た
い
。

●
就
職
難
に
負
け
ず
に
頑
張
る
！

●
世
界
に
羽
ば
た
く
。

●
広
い
心
を
持
て
る
優
し
い
大
人
に
な
る
。

●
成
人
ら
し
く
常
識
あ
る
行
動
を
心
が
け
る
。

●
責
任
感
を
持
ち
、
社
会
に
貢
献
す
る
。

●
一
生
懸
命
生
き
ま
す
！

●
立
派
な
看
護
師
に
な
り
ま
す
!!

●
尊
敬
さ
れ
る
大
人
に
な
り
ま
す
。

●
子
ど
も
の
笑
顔
を
守
る
！

●
温
か
い
家
庭
を
築
く
。

●
自
覚
あ
る
行
動
。

●
可
愛
い
お
姉
さ
ん
＆
お
嫁
さ
ん
。

●
警
察
犬
訓
練
士
に
な
っ
て
、
幸
せ
な
お
嫁
さ

ん
に
な
り
ま
す
。

●
男
前
に
な
る
。
ビ
ッ
グ
に
な
る
。

●
大
人
の
女
性
に
な
る
。

●
二
十
五
ま
で
に
結
婚
す
る
。

●
立
派
な
大
人
に
な
り
た
い
。
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まちの話題TOPIC NEWS

12
月
16
日
（
日
）
江
北
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
お
い
て
江
北
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
第
３
回
風

の
子
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
コ
ー
ス
を
元
気

よ
く
走
り
、
ま
さ
に
風
の
子
と
な
り
、
学
校

中
を
駆
け
回
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
頑
張
り
を
見
よ
う
と
、
保

護
者
た
ち
が
応
援
に
駆
け
つ
け
、
温
か
い
声

援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

12
月
20
日
（
木
）
江
北
町
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
餅
つ
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
餅
つ
き
は
、
江
北
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
世
代

間
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
江
北

町
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
の
園
児
た
ち
は
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
協
力
し
て
餅
を
つ
き
あ
げ
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
が
、
つ
き
あ
が
っ
た
き
な
粉
餅
を
、
美
味
し

そ
う
に
ほ
お
ば
る
様
子
が
印
象
的
で
し
た
。

12
月
25
日
（
火
）
㈲
吉
丸
商
事
か
ら
絵
本

を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

新
し
い
絵
本
15
冊
が
江
北
町
幼
児
教
育
セ

ン
タ
ー
の
鶴
崎
園
長
先
生
に
手
渡
さ
れ
、
園

児
た
ち
は
絵
本
を
嬉
し
そ
う
に
手
に
取
っ
て

い
ま
し
た
。

12/16

12/20

風の子マラソン

餅つき

絵本を寄贈していただきました
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まちの話題TOPIC NEWS
　

12
月
23
日
（
日
）
ネ
イ
ブ
ル
に
お
い
て
ク
リ
ス
マ
ス
ラ

イ
ト
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
風
が
強
か
っ
た
た
め
、
バ
ル
ー
ン
の
係
留
飛
行

は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
バ
ル
ー
ン
の
バ
ー
ナ
ー
点
火

体
験
が
行
わ
れ
、
参
加
者
か
ら
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し

た
。

　

ネ
イ
ブ
ル
入
口
で
は
、
豚
汁
や
ぜ
ん
ざ
い
な
ど
が
販
売

さ
れ
た
ほ
か
、
ケ
ー
キ
バ
イ
キ
ン
グ
、
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン

サ
ー
ト
や
お
楽
し
み
抽
選
会
で
た
く
さ
ん
の
来
場
者
で
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

12/23 クリスマスライトファンタジー

町長からメリークリスマス！

かくさんバンドの演奏
バーナー点火体験の様子

模擬店も盛況です！

ケーキバイキングを楽しんでいます！

じゃんけん大会の様子

ケーキバイキング 「ちゅうりっぷのうた」による歌の披露

江北町空手道クラブ演武の様子

ダンスチーム「扇子」のダンス

自転車が当たりました！
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まちの話題TOPIC NEWS

12
月
28
日
（
金
）
〜
30
日
（
日
）
に
お
い
て
、
江
北
町
消
防
団
の
年
末
警
戒

に
あ
わ
せ
、
上
区
区
、
石
原
区
、
観
音
下
区
、
八
町
北
区
の
各
子
ど
も
ク
ラ
ブ

に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
拍
子
木
を
持
ち
、
区
内
を
歩
き
な
が
ら
火
の
用
心
を
訴
え
ま

し
た
。

　

冬
場
は
、火
を
扱
う
機
会
が
増
え
ま
す
の
で
、火
災
に
十
分
注
意
を
し
ま
し
ょ

う
。

　

１
月
６
日
（
日
）
江
北
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
お
い
て
、
江
北
町
消
防
団
出
初
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
団
員
総
勢
２
３
０
名
が
参
加
し
、
来

賓
の
皆
さ
ん
の
前
で
通
常
点
検
、
機
械
器
具
点

検
や
分
列
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
功
労
が
あ
っ
た
消
防
団
員
が
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

　

消
防
団
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
他
に
本
業
を
持

ち
な
が
ら
も
、生
命
財
産
を
守
る
存
在
と
し
て
、

地
域
社
会
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
江
北
町
内
で
の
建
物
火
災
は
ゼ
ロ

で
し
た
。
今
年
も
防
火
意
識
を
高
め
、
火
災
の

無
い
暮
ら
し
を
続
け
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

八町北区子どもクラブの皆さん

観音下区子どもクラブの皆さん

上区区子どもクラブの皆さん

石原区子どもクラブの皆さん

12/28 ～ 30

1/6

子どもクラブによる防火パレード

江北町消防団出初式
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まちの話題TOPIC NEWS

　

元
旦
１
月
１
日
（
火
）
恒
例
の
初

日
の
出
登
山
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
方
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
花
山
球
場
下
か
ら
白
木
パ
ノ

ラ
マ
孔
園
ま
で
を
歩
き
ま
し
た
。

　

白
木
パ
ノ
ラ
マ
孔
園
で
は
、
指
定

管
理
事
業
者
の
㈲
み
も
ざ
か
ら
、
交

流
で
来
日
し
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
の
方

に
よ
る
米
粉
で
作
っ
た
う
ど
ん
の
ふ

る
ま
い
が
あ
り
、
参
加
者
の
皆
さ
ん

は
美
味
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し

た
。

　

周
り
は
雪
景
色
と
厚
い
雲
に
よ

り
、
残
念
な
が
ら
初
日
の
出
は
拝
む

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
新

年
に
対
す
る
誓
い
を
多
く
の
人
が
さ

れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

１
月
14
日
（
月
）
大
西
区
子
供
ク
ラ
ブ

に
よ
る
も
ぐ
ら
打
ち
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

も
ぐ
ら
打
ち
と
は
、
先
端
に
藁
た
ば
を

く
く
り
つ
け
て
作
っ
た
竹
の
打
ち
棒
を
振

り
あ
げ
て
、「
十
四
日
の
も
ぐ
ら
打
ち　

千
な
れ
万
な
れ
」
と
も
ぐ
ら
打
ち
の
歌
を

歌
っ
て
、
そ
の
年
の
豊
作
を
お
祈
り
す
る

も
の
で
、
大
西
区
の
家
々
で
、
子
ど
も
た

ち
の
元
気

な
声
が
聞

こ
え
て
い

ま
し
た
。

　

古
き
良

き
風
習
が

今
の
子
ど

も
た
ち
に

伝
え
ら
れ

て

い

て
、

心
温
ま
る

光
景
で
し

た
。

1/1

1/14

初日の出登山

大西区子供クラブでもぐら打ち
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教 育 の
ス ス メ

もうすぐ一年生（基本的生活習慣の確立を）
江北町幼児教育センター所長 　鶴　﨑　智　子

　新一年生の入学も間近になりました。何回も経験された方も、我が子が入学する喜びは、
また格別だと思います。その反面、何でもみんなと一緒にできるだろうか、遅れないだろ
うか、という心配や不安もあられると思います。先日、佐賀県国公立幼稚園長会の情報交
換（県内１２園の園長先生の半数が小学校の校長先生の経験者）において入学に関するお
話を聞きましたのでご紹介致します。
　一年生の担任から「校長先生ほんとうに困っています」と次のような報告があったそう
です。それは①朝からきついきつい、という子が多くなった。②よくあくびをする。③話し
をよく聞くことができない。④自分の思っていることが、はっきり言えない。⑤洗顔、歯磨
きをしてこない子がいる。⑥体操服等の着替えができず、いつまでも時間がかかる。⑦とも
だちとうまく遊べない。等々つまり基本的な生活習慣がまだ身についていないと言うこと
です。そのため一年生の学習にスムーズについていけず、しつけ指導をしながらの勉強では、
なかなか効果があがらないと言うことでした。

---------- 基本的生活の習慣と学校の勉強とのかかわりについて ---------------
　きつい・あくびをする子については、朝ご飯を食べてこなかったり、夜遅くまで起きて
いて朝起きれない。寝る前に夜食を食べたなど・・朝ご飯を食べないと体温が上昇せず、
脳の働きが十分でなく、血糖値が下がり、精神の不安定を招くと言われていて、人間は目
覚めてから二時間くらいたって初めて脳の活動が活発になるそうです。ですから朝寝をし
て登校する子どもは、一、二時間目は、まだぼうっとしていることになり学習に集中でき
ていない。
　次に自分の思ったことがはっきり言えない子は、家庭で子どもが言わなくても、表情や
動作で解るから、親がさっさとしてやっているのではないか？小さいころからこのような
経験をしてきた子は、自分が言わなくても誰かが解ってしてくれると思いこんでしまいま
す。
　学校生活の中で、自分の思ったことがはっきり言える子は、勉強にも意欲があり、常に
主体的な取り組みで成績を向上させているそうです。話を聞くことも同じで、これは全て
の学習の基本になるとのことで話をよく聞く態度ができて、初めて理解する力、自分の考
えをまとめる力も伸びてくるそうです。物の始末がきちんとできることも大切で、学校で
は時間割に従って、次々に授業が行われます。教科書、ノートの出し入れをはじめ、その
時間毎にしなければならないことがたくさんあります。休み時間になればトイレに行った
り、みんなと遊んだり、手洗いうがいをしたりします。これらがさっさとできる子とでき
ない子とでは、心のゆとりにも大きな違いが生じているそうです。一つ一つに時間がかか
り過ぎ、できなかった子は、自信を無くしたり、学習への興味関心、意欲まで無くし兼ね
ないとのことでした。最後に友達と仲良く遊べるかどうかも子供の学習に大きく関わって
くるそうです。学校は子ども達が集団で学習し生活する場所であり、友達との育ち合い、
磨き合いの場でもあります。学習をするにも遊びをするにも、友達あっての学校生活です。
喜んだり、時にはケンカをしたりして、その触れ合いの中でこそ子どもは、たくましく心
豊かに育っていきます。
　このように、基本的な生活習慣が身についているかどうかは、学校での学習に大きく影
響することについてはお分かりいただけたかと思います。しかし保護者の中には、子ども
の生活の様子より勉強第一と思っていらしゃる方もあると聞きました。またこのところの
保護者参観等で感じることが参観者のマナーについて気になることがあるとも話されまし
た。
　保護者のみなさんは子どもの鏡でありモデルであることの自覚は大切ですね。
　もうすぐ進学のみなさん、そして保護者のみなさん、先ずは早寝早起きあさごはん！基
本的な生活習慣の確立に向けて毎日を大切に過ごしてください。
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みん
なの　あんしん

介護保険介護保険
正確な要介護認定を受けるために

介 護 保 険 Ｑ＆Ａ

○問合せ先　杵藤地区広域市町村圏組合　介護保険事務所　給付係　☎０９５４－６９－８２２１
　　　　　　（電話をおかけになるときは、市外局番(0954)からダイヤルしてください。）
　　　　　　江北町役場福祉課介護保険係　　　　　　　　☎0952－86－5614　
○杵藤地区介護保険事務所のホームページ　http://www.kitou-web.jp/kaigo/

介護保険のサービスは誰でも利用できるのですか？

Ｑ
A

　６５歳を超えているので、介護保険の被保険者証を持っています。訪問介護などのサービスを受けたいのですが、
まずはどうすればよいのですか？

お住まいの市町に申請して、要介護認定を受けましょう
　サービスの利用を希望する場合は、お住まいの市町に「要介護認定」を申請します。申請後は認定調査や審査を経て、
「要介護」「要支援」「非該当」といった認定結果に応じたサービスを受けることになります。

主治医の意見書は誰に頼めばよいのでしょうか？

Ｑ
A

　主治医の意見書は、誰に、どのように依頼するとよいのでしょうか？普段は受診しないような大きな病院の医師の
方がよいのですか？

かかりつけのお医者さんに頼みましょう
　普段から受診していて、自分の心身の状況に詳しいかかりつけのお医者さんが適しています。主治医がいない場合は、
市町に相談しましょう。早めに相談、受診して健康状態や生活状況を正確に伝えましょう。

認定結果に納得がいかないときはどうすればよいのですか？

Ｑ
A

　認定の結果が出ました。ただ、自分の要介護状態区分が妥当なのかどうか、よくわかりません。これで満足できるサー
ビスが受けられるのか不安です。

自分の介護の度合いを納得いくまで確認しましょう
　要介護や要支援の区分に応じて、介護保険で受けられるサービスの種類や支給限度額が違います。認定結果にそっ
てサービスを受けてから再検討することも大切ですが、結果が出た時点で不服や疑問がある場合は、まず市町の窓口
に相談してみましょう。

認定調査では普段よりがんばって答えた方がよいですか？

Ｑ

A

　認定調査のときには、心身の状況を普段より元気なときの状態で答える方が望ましいですか？それとも、あえて悪
い状態を強調すべきですか？

心身の現状を過不足なく正確に伝えることが重要です
　とても調子の良いときや、悪いときのことを強調するのではなく、「普段はできるが、○○のときはできない」など、
訪問調査員の質問に対して、普段の健康状態を中心に補足します。なるべく現状を過不足なく正確に伝えるようにこ
ころがけましょう。
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「確定申告」　日程のお知らせ
　平成２４年分所得税・消費税及び地方消費税の確定申告並びに平成２５年度住民税申告を、下記日程のと
おり実施します。確定申告に必要な書類等（平成２４年分の収入・支出が分かるもの、医療費控除分の領収
書及び合計額、源泉徴収票、各種控除証明書、認印等）は早めに準備し、申告時にご持参ください。
　また、消費税の申告が必要な方は、課税売上高等の金額が分かる資料等が必要となりますので、事前に準
備しておいてください。（簡易課税のみ受け付けます。）
　申告も後半になりますと大変混雑いたします。早めに準備して確定申告を済ませましょう。

月　 日 曜 午　前 午　後

2 月 18 日 月 浪花・仲町・平山・日ノ出

2 月 19 日 火 鹿の口 ・ 新町・岩屋・高砂

2 月 20 日 水 門前・花祭・白木

2 月 21 日 木 岳 石　原

2 月 22 日 金 宿 申告整理

2 月 25 日 月 上　区 観音下

2 月 26 日 火 新　宿 西　分

2 月 27 日 水 野　口 上　分

2 月 28 日 木 祖子分 馬　場

3 月 1 日 金 下　分 申告整理

3 月 3 日 日 日曜日申告受付

3 月 4 日 月 上　惣 江口・正徳

3 月 5 日 火 下　惣 申告整理

3 月 6 日 水 八　中 八　南

3 月 7 日 木 八　北 申告整理

3 月 8 日 金 大　西 申告整理

3 月 11 日 月 東　区 申告整理

3 月 12 日 火 南　郷 申告整理

3 月 13 日 水 東　分 申告整理

3 月 14 日 木 土　元 申告整理

3 月 15 日 金 申告予備日

消費税及び地方消費税確定申告　　平成 25 年 2 月 18 日（月）から平成 25 年 4 月１日（月）まで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊ただし、閉庁日（土・日・祭日）を除く

受付時間：午前８時３０分から午後５時００分まで
　　　　　（昼休憩　正午から午後１時００分まで）
受付場所：江北町役場　（北側）　郷土資料館　１階会議室
問い合せ：江北町役場　町民課　税務係　（電話番号）０９５２－８６－５６１３

平成２４年分所得税・消費税及び地方消費税の確定申告並びに平成２５年度住民税申告日程表

「焼却」に関するお願い
最近、焼却に関する苦情が多発しています。
煙や悪臭のために、家や周辺に臭いがこもる・窓を開けられない・洗濯物に臭いが付く・体調が悪くなる、
といった深刻な内容です。
ごみは、町のルールに従って排出し、「焼却」によるトラブルの原因にならないよう近隣の方へ配慮願い
ます。
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平成24年度

町　長
交際費

（平成２４年 10月～平成 2４年 12月分）

種　　　別

香　　　典

御　　　祝

そ　の　他

合　　　計

件数

1

3

6

10 件

支出額（円）

5,000

71,000

117,073

193,073

※その他についてはイベント協賛金等です。

平成 25年度　育英資金貸付学生の募集

平成 25年度　就学援助について

1 応募要件 申請時において、大学・高校等に在学する、江北町内居住者の子弟であること。

1 就学援助とは

4 申　　請 申請書等は、教育委員会教育課学校教育係に準備しております。

5 申込締切 平成25年 5月 10日（金）までに江北町教育委員会教育課へ

2 選考方法

3 貸付の種類及び金額（年額）等

江北町育英学生候補者選考委員会において貸付学生を決定します。

・大学（短大含む）生に対する貸付金
・高等専門学生に対する貸付金
・高校生に対する貸付金
貸付金については四半期（6、9、12、1月）に口座振込（本人名義）となります。

360,000円
156,000円
108,000円

※貸付を受けた者は、卒業後1年を経週したと
きから10年以内に返還しなければなりませ
ん。繰上げ返還も可能です。

町内にお住まいで、江北小・中学校に通うお子さんがいる世帯で、経済的理由に
より学用品等の支払いにお困りのご家庭に対して、その費用の一部を援助する制
度です。

3 認定について 江北町教育委員会において認定の可否を決定します。なお、認定に際して、学校長・
民生委員に意見を求めることがありますので、ご了承ください。

4 援助について 認定されますと、学用品費・修学旅行・給食費など就学に伴って必要な費用の一
部が援助されます。

2 申　　請 申請書は、教育委員会教育課学校教育係に準備しておりますので、必要事項を記
入されて、教育委員会教育課学校教育係へ提出してください。※申請については、毎年、
既受給者も必要です。

問い合わせ先　教育委員会教育課学校教育係　86-5621
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１利用できる児童

３入会手続き

２開設期間等

　町内に居住し、町内の小学校に就学している１年生から３年生までの児童及び健全育成
上適当と認められた４年生以上であって、保護者が次の条件のいずれかに該当する世帯に
属する児童です。

(１)　保護者が労働のため、昼間家庭にいない（家庭内労働も含む）場合
(２)　保護者の労働や疾病のほか、出産、家族の介護、就職活動その他事情により保育に当た
　　れない場合等により、昼間家庭において保育されないことが常態である家庭

開設期間及び休日

保育時間及び保護者負担金
（利用料）

平成25年4月1日から平成26年3月31日
ただし日曜日、祝日、盆休み（8月13日から15日）、年末年始（12月
29日から1月3日まで）、町が必要と認めた日を除く。

保育時間
平　　　日　　放 課 後 ～18時00まで（月曜日から金曜日）
土　曜　日　　8時00分～18時00まで 
長期休業日　　8時00分～18時00まで

保護者負担金
平日利用料（月～金曜日）　　　　　　　　　　　　　  月額3,000円
（平日）＋　土曜日利用料　　　　　　　　 　　   別途1,000円
７月（平日）＋　夏休み利用料（7月22日～31日） 　　　月額4,000円
７月　夏休み利用料（7月22日～31日）　　　　　　    月額2,000円
８月　夏休み利用料（8月1日～31日）　　　　　　　   月額5,000円

※利用料（おやつ代を含みます）　☆別途、保険料800円

江北町こどもセンター「うるる」に関係書類を準備しております。

※申込期間　　平成25年2月1日（金）から平成25年2月23日（土）（日曜日及び祝日は除く）

※申込時間　　午前9時から午後18時まで

※書類提出先　江北町こどもセンター「うるる」

※入会決定については、審査の結果を平成25年

　3月中旬迄に郵送でお知らせします。

平成25年度
放課後児童クラブ入会案内について

お問い合わせ先
江北町　こどもセンター「うるる」
              TEL　６５－１２６５
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嘉瀬川ダム竣工一周年記念

“富士しゃくなげ湖ウォークwith 記念植樹”参加者募集
嘉瀬川ダムによって誕生した“富士しゃくなげ湖”を眺めながら歩いてみませんか。
ゴールの後には、記念植樹を実施します。（先着１００名限定。）
物産展や抽選会もあります。ご家族、お友達を誘ってご参加ください。

■ 日　　　時　平成２５年３月２０日（祝・水）９：００～１５：３０（受付開始８：００）
　　　　　　　　　　　　　　　                 《小雨決行》　※ 荒天の場合は中止。
■ メイン会場　嘉瀬川ダム（佐賀市富士町）

■ 集 合 場 所　佐賀市富士支所（佐賀市富士町大字古湯）
　　　　　　　（メイン会場へは車の乗り入れができませんので、富士支所から無料送迎バスを
　　　　　　　ご利用ください。）
■ 内　　　容　9:00 ～ 開会式  → 9:30 ～ ウォーキング・記念植樹（先着順） → 
　　　　　　　13:00 ～ 抽選会　　
　　　　　　　※ コースは６．７ｋｍ。（コース内、多少の高低差があります。）
　　　　　　　※ 上下流地域の特産品や弁当等の販売、抽選会による賞品や参加賞もあります。
　　　　　　　※ 情報化セミナー等も開催されます。
■ 参　加　料　中学生以上　１,０００円　　　小学生　５００円　　　乳幼児無料
　　　　　　　※買い物券（５００円）付き（小学生以上）
■ 定　　　員　５００名（定員になり次第締切）
■ 参 加 資 格　健康な方ならどなたでも参加できます。
　　　　　　　（ただし、小学生以下の方は保護者等の同伴が必要です。）
■ 申 込 方 法　チラシに記載している専用払込用紙の通信欄に必要事項をご記入のうえ、最寄り
　　　　　　　の郵便局にて参加料をお支払いください。
　　　　　　　※ チラシは市役所（役場）等にあります。
　　　　　　　※ 払込手数料は申込み者でご負担ください。
　　　　　　　※ 申込後にキャンセルがあった場合、参加料の返却はできません。
　　　　　　　※ 荒天等によるイベント中止の場合、参加料の払戻はできませんので御了承ください。

■ 申 込 期 間　平成２５年２月１日（金）～２月２０日（水）
　　　　　　　（期間内でも定員になり次第締切ります。）
■ 問い合わせ先
　 嘉瀬川ダム竣工一周年記念事業実行委員会事務局（佐賀県県土づくり本部水資源調整室内）
　　　　　　　　　担当　　延岡、蘭　　　　　ＴＥＬ　０９５２－２５－７１８３

１利用できる児童

３入会手続き

２開設期間等

　町内に居住し、町内の小学校に就学している１年生から３年生までの児童及び健全育成
上適当と認められた４年生以上であって、保護者が次の条件のいずれかに該当する世帯に
属する児童です。

(１)　保護者が労働のため、昼間家庭にいない（家庭内労働も含む）場合
(２)　保護者の労働や疾病のほか、出産、家族の介護、就職活動その他事情により保育に当た
　　れない場合等により、昼間家庭において保育されないことが常態である家庭

開設期間及び休日

保育時間及び保護者負担金
（利用料）

平成25年4月1日から平成26年3月31日
ただし日曜日、祝日、盆休み（8月13日から15日）、年末年始（12月
29日から1月3日まで）、町が必要と認めた日を除く。

保育時間
平　　　日　　放 課 後 ～18時00まで（月曜日から金曜日）
土　曜　日　　8時00分～18時00まで 
長期休業日　　8時00分～18時00まで

保護者負担金
平日利用料（月～金曜日）　　　　　　　　　　　　　  月額3,000円
（平日）＋　土曜日利用料　　　　　　　　 　　   別途1,000円
７月（平日）＋　夏休み利用料（7月22日～31日） 　　　月額4,000円
７月　夏休み利用料（7月22日～31日）　　　　　　    月額2,000円
８月　夏休み利用料（8月1日～31日）　　　　　　　   月額5,000円

※利用料（おやつ代を含みます）　☆別途、保険料800円

江北町こどもセンター「うるる」に関係書類を準備しております。

※申込期間　　平成25年2月1日（金）から平成25年2月23日（土）（日曜日及び祝日は除く）

※申込時間　　午前9時から午後18時まで

※書類提出先　江北町こどもセンター「うるる」

※入会決定については、審査の結果を平成25年

　3月中旬迄に郵送でお知らせします。

平成25年度
放課後児童クラブ入会案内について

お問い合わせ先
江北町　こどもセンター「うるる」
              TEL　６５－１２６５
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保健センターだより

感染性胃腸炎に注意してください！
　感染性胃腸炎の患者届出数は、例年１１月上旬から急増し１２月をピークに一旦減少
しますが、１～３月に再度増加し、その後徐々に減少していきます。　

　吐き気や嘔吐、下痢・腹痛などの急性胃腸炎症状を呈します。下痢は水様便などで
時に血便を呈することもあります。下痢や嘔吐による水分喪失に加え、飲水ができず、
また発熱もあり脱水は要注意です。特に老人や幼児の場合は自覚症状が出にくいこと
もあり、全身倦怠感の訴えやぐったりした時などは、脱水を考え早目に医療機関を受
診することをお勧めします。

★感染性胃腸炎の原因は？

★感染性胃腸炎の症状は？

　ウイルスに汚染された食品を食べて感染します。また、感染した人の便や嘔吐物を介して、他の人へ感
染します。ノロウイルス感染症では、症状がなくなった後も２週間も糞便中にウイルスを放出し続けると
され、周囲への感染は要注意です。

★どのように感染するの？

◎排便後や調理前は流水でしっかりと手を洗いましょう！
◎吐物や便を処理する場合は手袋、マスクを着用し、汚物はビニール袋に入れて口をよく密閉して捨てて
ください。汚染されたものは次亜塩素酸ナトリウム（500ml の水に５％の塩素系漂白剤をペットボト
ルのキャップ２杯）で消毒し、二次感染に注意してください。

★予防は？

ウイルス性：ロタウイルス、ノロウイルス、アデノウイルスなどで主に冬場に見られます。
　　　　　　いわゆる「お腹にくる風邪」です。
細菌性：サルモネラ、腸炎ビブリオ、カンピロバクター、病原性大腸菌などがあり、主に夏

場に見られます。「夏場の食中毒」の原因も多くはこれによるものです。

～２月３日 は  節分  です～
【節分のいわれ】
　「節分」は「せちわかれ」とも言い、本来季節の変わり目、すなわち立春・立夏・立秋・立冬の前日を指す言葉です。
　旧暦では立春が１年の初めと考えられていたため、現在は 「節分」といえば春の節分を指すようになり、２
月３日（２日、４日の時もある） にあたります。 
　立春が正月なのに対して、節分は大晦日の役割をもち、１年間の厄払い（季節の変わり目には邪気が入りや
すい） のために豆まきを行います。豆をまく人は、一般的に年男あるいは一家の主人で、「鬼は外、福は内」
と言いながら煎った大豆（生豆を使わないのは、拾い忘れたものから芽がでるとよくないことがあるとされて
いるため）をまきます。
その他にも、鬼が嫌う柊の枝にイワシの頭を刺したものを戸口に立てておくことで鬼をはらう、炒った大豆を
年の数だけ食べると１年間病気にならないなども言われています。

節分の豆を
使って♪

【大豆ごはん】
●米　　　　　　　２合
●炒り大豆　　　　４５ｇ
●しらす干し　　　大さじ１（６ｇ）
●大根葉　　　　　６５ｇ
●塩　　　　　　　小さじ１／６（１ｇ）
●薄口しょうゆ　　大さじ１／２弱（８ｇ）
●酒　　　　　　　小さじ２／３（４ｇ）

≪作り方≫
　炊飯器に洗った米と水をセットし、そこに大豆
としらす干し、調味料を加えて炊く。
大根葉はさっとゆでてみじん切りにして水気をし
ぼり、食べる直前に混ぜ込む。
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佐賀県後期高齢者医療広域連合からのお知らせ
１．葬祭費の申請勧奨のお知らせ

【葬祭費の支給申請について】
・佐賀県後期高齢者医療広域連合では、被保険者様がお亡くなりになられた場合、その葬祭
を行われた方に対し、申請により葬祭費として３万円を支給しています。
・対象となられる方で、申請を行われていない方は、江北町役場福祉課国保係へお問い合わ
せください。
・葬祭を行われた日から２年を経過しますと、時効により支給ができなくなりますのでご注
意ください。

２．ジェネリック医薬品に関するお知らせ
【差額通知（ジェネリック医薬品に関するお知らせ）について】
　佐賀県後期高齢者医療広域連合では、現在服用されているお薬をジェネリック医薬品（後
発医薬品）に切り替えられた場合に、お薬代の自己負担額をどのくらい軽減できるか試算し
た差額通知（ジェネリック医薬品に関するお知らせ）ハガキを、平成25年１月末から郵送し
ています。

○差額通知の対象となる方
　該当月に処方された先発医薬品をジェネリック医薬品に切り替えられた場合に、１ヶ月あたりの自己負担
額の軽減が一定額以上見込まれる方が対象となります。※必ずしも全員の方に届くわけではありません。
○差額通知の記載内容について
　１．お薬代にかかった金額のみ表示しています。
　　　実際の窓口でのお支払いには、技術料・管理料等の別費用が含まれていることがあります。
　２．ジェネリック医薬品に切り替えるとお薬代が安くなる可能性があることをお伝えするもので、切り替えを
　　　強制するものではありません。
○ジェネリック医薬品とは？
　ジェネリック医薬品とは、最初に作られたお薬（先発医薬品）の特許が切れた後に販売される医薬品です。
　先発医薬品と同等の有効成分・効能・効果をもつ医薬品ですが、まったく同一というわけではありません。
　ジェネリック医薬品を希望される場合は、まずは、かかりつけの医師・薬剤師へご相談ください。
○差額通知に関するお問い合わせ専用窓口
　皆さまからの差額通知書に関する問い合わせにお答えする
ために、お問い合わせ専用窓口「国民健康保険中央会コールセ
ンター」を設けています。
　差額通知書裏面にコールセンターのフリーダイヤルが記載
されていますので、どうぞご利用ください。

【お問い合わせ先】
佐賀県後期高齢者医療広域連合
業務課　給付係　電話番号0952－64－8476
江北町役場
福祉課　国保係　電話番号0952－86－5614
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暮
ら
し
の
情
報
ボ
ッ
ク
ス

　

介
護
保
険
料
納
付
日
の
お
知
ら
せ

　

２
月
の
保
険
料
の
納
付
日
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
忘
れ
の
無
い

よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
口
座
振
替
の
方
は
残
高
不
足
に
な
ら
な
い

よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
納
付
日　

９
期
（
２
月
）　

■
納
付
書
払
い
の
納
期
限　

２
月
28
日
（
木
）

■
口
座
振
替
の
口
座
引
落
日　

２
月
28
日
（
木
）

【
問
い
合
わ
せ
】
杵
藤
地
区
広
域
市
町
村
圏
組
合
介
護
保
険
事
務
所
業
務
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
９
５
４
‐
６
９
‐
８
２
２
３

　

司
法
書
士
に
よ
る
「
県
下
一
斉
無
料
法
律
相
談
会
」

　

佐
賀
県
司
法
書
士
会
で
は
、
２
月
９
日
（
土
）
に
「
県
下
一
斉

無
料
法
律
相
談
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
日
時　

２
月
９
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所　
《
武
雄
会
場
》
武
雄
市
役
所
１
階　

会
議
室

■
電
話
相
談　

当
日
は
電
話
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

専
用
ダ
イ
ヤ
ル　

０
９
５
２
‐
２
９
‐
０
６
６
０
（
代
表
）

　
　
　
　
　
　
　

０
９
５
２
‐
２
９
‐
０
６
３
５

■
お
問
い
合
せ
先　

佐
賀
県
司
法
書
士
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
９
５
２
‐
２
９
‐
０
６
２
６

　

平
成
24
年
度
佐
賀
県
が
ん
患
者
・
家
族
集
い
の
会

■
日
時　

３
月
４
日
（
月
）
13
時
〜
16
時
ま
で

■
場
所　

佐
賀
県
総
合
保
健
会
館

■
対
象　

が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
約
30
名

■
内
容　

13
時
〜
14
時　
「
絵
手
紙
教
室
」

　
　
　
　

14
時
10
分
〜
16
時　

親
睦
交
流
会

■
持
参
品　

飲
み
物
、
タ
オ
ル

■
参
加
料　

お
一
人
３
０
０
円
（
材
料
代
を
含
む
）

■
申
込
方
法　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
家
族
同
伴
の
有
無
を

電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　

２
月
28
日
（
木
）

■
お
問
い
合
せ
先　

財
団
法
人
佐
賀
県
総
合
保
健
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
９
５
２
‐
２
７
‐
４
６
６
６

　

－

リ
ウ
マ
チ
市
民
公
開
講
座

－

リ
ウ
マ
チ
の

　

克
服
に
向
け
て

■
日
時　

２
月
９
日
（
土
）
14
時
〜
16
時　

■
会
場　

嬉
野
市
公
会
堂
大
ホ
ー
ル　

　
　
　
　

電
話　

０
９
５
４
‐
４
３
‐
２
９
３
３

■
内
容　

講
演
１
「
日
常
生
活
の
工
夫
と
注
意
点
」

　
　
　
　

講
演
２
「
最
新
の
リ
ウ
マ
チ
手
術
」

　
　
　
　

講
演
３
「
関
節
リ
ウ
マ
チ
は
、
な
お
る
時
代
を
迎
え

　
　
　
　
　
　
　
　

て
い
ま
す
」

　
　
　
　

Ｑ
＆
Ａ
コ
ー
ナ
ー

■
入
場
料　

無
料

■
共
催　

嬉
野
医
療
セ
ン
タ
ー
・
鹿
島
藤
津
地
区
医
師
会
・
武
雄

　
　
　
　

杵
島
地
区
医
師
会
・
武
田
薬
品
工
業

■
後
援　

嬉
野
市
・
鹿
島
市
・
太
良
町
・
武
雄
市
・
白
石
町
・
江

　
　
　
　

北
町
・
大
町
町

　
「
県
内
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所
・
境
界
ト
ラ
ブ
ル
相
談
所
」

■
日
時　

２
月
３
日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
開
設
場
所　

県
内
４
ヵ
所　

・
佐
賀
市
立
図
書
館　
　
　
　

・
佐
賀
地
方
法
務
局
武
雄
支
局

・
伊
万
里
市
民
セ
ン
タ
ー　
　

・
佐
賀
地
方
法
務
局
唐
津
支
局

■
相
談
事
例　

相
談
（
遺
言
） 

・
境
界
ト
ラ
ブ
ル
・
人
権
問
題
・
成
年
後
見
・
土

地
建
物
の
登
記
等

■
相
談
対
応
者　

佐
賀
地
方
法
務
局
職
員
・
公
証
人
・
人
権
擁
護
委
員
・
司
法
書

士
・
土
地
家
屋
調
査
士

■
お
問
い
合
せ
先　

佐
賀
地
方
法
務
局
武
雄
支
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
９
５
４
‐
２
２
‐
２
４
３
５

　
「
成
年
後
見
制
度
と
遺
言
」
の
説
明
会

　

成
年
後
見
制
度
や
や
任
意
後
見
人
制
度
の
利
用
方
法
、
遺
言
書
の
作
り
方
な
ど

に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

３
月
２
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
12
時

■
場
所　

ア
バ
ン
セ
４
階　

第
３
研
修
室
（
佐
賀
市
天
神
）

■
申
込
方
法　

電
話
に
よ
る
受
付
（
定
員
50
名
に
な
り
次
第
受
付
終
了
）

■
参
加
料　

無
料

■
お
問
い
合
せ
先　

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト

佐
賀
支
部
（
佐
賀
県
司
法
書
士
会
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
９
５
２
‐
２
９
‐
０
６
２
６

　

表
紙
と
ま
ち
の
話
題
で
触
れ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
餅
つ
き
で

は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
子
ど
も
た
ち
と
和
気
あ
い
あ

い
と
餅
つ
き
を
す
る
様
子
を
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

年
末
に
は
私
の
家
の
ご
近
所
で

も
、
杵
と
臼
を
使
っ
た
昔
な
が
ら

の
餅
つ
き
が
行
わ
れ
て
い
て
、
家

族
と
も
ど
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
こ
の
齢
で
初
め
て
杵
を
握
っ

て
餅
つ
き
を
体
験
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　

お
餅
も
大
変
美
味
し
か
っ
た
で

す
し
、
な
に
よ
り
大
人
も
子
ど
も

た
ち
も
皆
さ
ん
笑
顔
で
、
会
話
を

楽
し
み
な
が
ら
の
温
か
い
雰
囲
気

が
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

主
催
さ
れ
て
い
る
方
に
お
話
し

を
伺
っ
た
の
で
す
が
、
小
さ
い
頃

か
ら
ご
近
所
の
人
を
集
め
て
の
餅

つ
き
が
行
わ
れ
て
い
た
と
の
こ
と

で
、
そ
う
い
っ
た
子
ど
も
の
頃
の

体
験
が
、
今
の
子
ど
も
た
ち
に
も

伝
え
ら
れ
、
地
域
で
の
心
通
わ
せ

合
う
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
さ
れ
て

い
る
の
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

物
事
や
価
値
観
の
移
り
変
わ
り

ゆ
く
速
度
が
速
い
こ
の
時
代
で
す

が
、
昔
か
ら
変
わ
ら
ず
良
い
も
の

が
伝
え
ら
れ
て
い
く
こ
と
の
素
晴

ら
し
さ
を
、
餅
つ
き
に
垣
間
見
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○古

編

集

後

記

佐賀県の最低賃金が改定されました
となりました。
なお、最低賃金には、次の賃金は含まれません。

（１）賞与などの臨時の賃金
（２）休日、時間外などの割増賃金
（３）通勤手当、家族手当、精皆勤手当

・問合せ先　佐賀労働局　労働基準部　賃金室
　TEL（０９５２）３２－７１７９

〈地域別最低賃金〉　　　　１時間　　　効力発生日
佐賀県最低賃金　　　　　６５３円　　平成 24 年 10 月 21 日

〈特定（産業別）最低賃金〉
一般機械器具製造業関係　７６１円　　平成 24 年 12 月 28 日
電気機械器具製造業関係　７２５円　　平成 24 年 12 月 30 日
陶磁器・同関連製品製造業６５４円　　平成 24 年 12 月 22 日

16



江 北 町

議会だより

No.125号
平成 24年度
12月定例会

●一般質問
●各常任委員会
●条例改正

佐賀県江北町議会

広報委員会

編集・発行

平成24年 11月 24日開催された「子ども議会」より

17



即時原発ゼロを問う 
土 渕 茂 勝　議員     

廃止すべきだが、一度に全部廃止は難しい町長

土
渕　
「
即
時
原
発
ゼ
ロ
」

は
町
民
・
国
民
大
多
数
の
願

い
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
現

実
的
可
能
性
も
明
ら
か
に

な
っ
て
き
た
。
以
前
の
町
長

の
認
識
は
十
年
後
ぐ
ら
い
の

廃
止
と
の
意
見
だ
っ
た
が
、

今
現
在
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。
福
島
の
原
発

事
故
か
ら
１
年
９
ヶ
月
た
っ

た
が
、
い
ま
な
お
16
万
人
の

方
々
が
生
ま
れ
故
郷
に
帰
れ

な
い
で
、
先
の
見
え
な
い
避

難
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い

る
。
事
故
現
場
は
収
束
ど
こ

ろ
か
、
被
害
は
広
が
り
続
け

て
い
る
。
も
う
二
度
と
あ
の

よ
う
な
原
発
事
故
を
起
こ
し

て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
最
大

の
保
障
は
す
べ
て
の
原
発
を

直
ち
に
無
く
す
こ
と
だ
。
原

発
の
稼
働
を
続
け
る
限
り
使

用
済
み
核
燃
料
等
、
核
の
ゴ

ミ
が
出
て
く
る
。
人
類
は
核

の
ゴ
ミ
を
処
理
す
る
能
力
を

持
っ
て
い
な
い
。
仮
に
原
発

を
動
か
す
と
し
た
ら
、
平
均

し
て
６
年
で
各
原
発
の
貯
蔵

プ
ー
ル
が
満
杯
に
な
り
溢
れ

出
て
し
ま
う
。
核
の
ゴ
ミ
を

出
さ
な
い
方
法
は
た
だ
ひ
と

つ
、
原
発
を
な
く
す
こ
と
。

原
発
は
止
め
た
ま
ま
廃
炉
に

向
か
う
の
が
一
番
で
は
な
い

か
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
太
陽
光
、
風
力
、
地
熱
、

小
水
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど

す
べ
て
を
合
わ
せ
る
と
そ
の

潜
在
量
は
原
発
の
総
発
電
の

40
倍
、
雇
用
効
果
は
13
倍
と

試
算
さ
れ
、
地
域
か
ら
も
持

続
可
能
な
日
本
の
経
済
成
長

を
も
た
ら
す
。
江
北
町
で
も

太
陽
光
発
電
へ
の
支
援
を
行

な
っ
て
い
る
が
、
最
新
の
設

置
状
況
と
電
力
量
は
ど
こ
ま

で
進
ん
で
い
る
の
か
。
学
校

な
ど
公
共
施
設
に
も
、
太
陽

光
発
電
の
設
備
を
増
や
し
、

多
様
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
開
発
の
町
づ
く
り
に
力

を
入
れ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

県
を
は
じ
め
、
町
村
会
と
し

て
、
原
発
問
題
に
つ
い
て
の

対
応
策
は
ど
の
よ
う
に
進
め

ら
れ
て
い
る
か
。

町
長　

原
子
力
発
電
は
廃
止

す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
、
太
陽
光
、
地

熱
、
風
力
な
ど
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
代
替
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
充
足
が
可
能
な

状
況
に
な
る
ま
で
に
は
、
ま

だ
多
く
の
時
間
が
必
要
と
思

う
。
今
す
ぐ
一
度
に
全
部
廃

止
と
い
う
の
は
難
し
い
と

い
う
思
い
は
変
わ
っ
て
い
な

い
。
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
が
進
み
、
で
き
る
だ
け
早

く
廃
止
さ
れ
る
状
況
に
な
る

こ
と
が
願
い
だ
。
こ
こ
で
、

町
の
太
陽
光
発
電
支
援
に
よ

る
設
置
状
況
に
つ
い
て
は
、

平
成
22
年
度
に
20
基
、
23
年

度
に
29
基
、
24
年
度
に
は
34

基
の
補
助
を
行
い
、
三
ヵ
年

に
お
け
る
公
称
出
力
の
合

計
は
４
０
８
．
２
４
キ
ロ

ワ
ッ
ト
と
な
っ
て

い
る
。
な
お
、
売

電
契
約
数
は
、
24

年
３
月
末
の
九
州

電
力
武
雄
営
業
所

で
の
集
計
に
よ
れ

ば
２
７
５
件
と
の

こ
と
。
こ
れ
に
本

年
度
町
費
補
助
の

34
件
を
加
え
る
と
、

３
０
９
件
の
契
約

見
通
し
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
公

共
施
設
へ
の
太
陽

光
発
電
な
ど
に
つ

い
て
は
、
県
で
行

わ
れ
て
い
る
よ
う

な
事
業
者
へ
の
屋

根
貸
し
な
ど
を
含

め
て
検
討
し
な
く

て
は
い
け
な
い
と

考
え
て
い
る
。
ま

た
、
町
村
会
と
し

て
の
原
発
問
題
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
市

長
会
、
町
村
会
と
九
州
電
力

と
の
安
全
確
保
に
係
る
協
定

協
議
が
９
月
29
日
に
開
催
さ

れ
、
そ
れ
以
降
、
締
結
に
向

け
た
協
議
が
重
ね
ら
れ
て
い

る
。

　

細
部
に
つ
い
て
は
、
協
議

中
で
も
あ
り
、
公
表
で
き
る

段
階
ま
で
い
っ
て
い
な
い
。

教
育
長　

子
供
た
ち
が

希
望
し
て
い
る
特
別
教

室
に
は
、
25
年
導
入
を

計
画
し
て
い
る
。
小
学

校
に
も
順
次
導
入
を
図

る
。 中

学
校
へ
の
電
子
黒
板

の
増
設
を
求
め
る
！

一
般
質
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今だからこそ、「女性の力」を！
　新たな発想を取り入れるためにも

  　　　　　　　　古 賀 　 戍　議員

女性の参画を進めていくことは大変有意義だと思う町長

古
賀　

男
女
共
同
参
画
社
会

の
取
組
み
、
推
進
会
議
、
行

動
計
画
は
。
6
月
23
日
か
ら

29
日
ま
で
男
女
共
同
参
画
週

間
で
す
。
男
女
が
と
も
に
個

性
や
能
力
を
十
分
に
発
揮
で

き
る
社
会
に
。
女
性
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
会
、
婦
人
会
に
深

く
敬
意
を
い
た
す
と
こ
ろ
で

す
。

町
長　

行
動
計
画
は
、
平
成

23
年
3
月
に
策
定
し
て
い

る
。
推
進
す
る
た
め
に
、
ま

ず
職
員
か
ら
と
い
う
こ
と
で

職
員
向
け
の
研
修
を
行
い
、

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
町

民
へ
の
男
女
共
同
参
画
意
識

の
普
及
啓
発
の
推
進
役
と

な
っ
て
い
く
よ
う
な
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

町
長　

地
す
べ
り
防
止

区
域
で
あ
り
、
開
発
は

難
し
い

古
賀　

忠
霊
碑
及
び
そ
の
周

辺
の
清
掃
、
草
刈
り
等
に
つ

い
て
は
、
遺
族
会
が
毎
年

行
っ
て
い
る
。
遺
族
会
の
会

員
の
皆
さ
ん
は
、
高
齢
の
方

が
ほ
と
ん
ど
で
、
清
掃
、
草

刈
り
等
が
年
々
困
難
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
女
性
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
会
の
皆
さ
ん
か
ら

も
そ
う
い
う
提
案
が
あ
っ

た
。

町
長　

遺
族
会
の
高
齢
化
に

よ
り
清
掃
活
動
等
を
行
う
こ

と
が
年
々
困
難
な
状
況
に

な
っ
て
き
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
。
今
後
、
桜
山
公
園
と

一
体
的
に
忠
霊
碑
の
周
り
の

と
こ
ろ
ま
で
管
理
す
る
よ
う

に
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
忠
霊
碑
に
隣

接
す
る
桜
山
公
園
は
、現
在
、

町
で
管
理
を
行
い
、
除
草
作

業
等
は
町
内
業
者
に
委
託
し

て
い
る
。
桜
山
公
園
及
び
忠

霊
碑
一
帯
を
江
北
町
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
再
開
発
を
し
た

ら
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
御
嶽
山
一
帯
が
地
す
べ

り
防
止
区
域
の
指
定
を
受
け

て
お
り
、
新
た
な
開
発
行
為

を
行
う
こ
と
は
難
し
い
。

町
長　

今
後
、検
討
し
、

整
備
し
て
い
く

古
賀　

南
口
に
比
べ
て
暗
く

て
イ
メ
ー
ジ
が
悪
く
、
犯
罪

の
温
床
に
な
っ
て
い
る
。
使

用
で
き
な
い
自
転
車
が
長
期

間
放
置
さ
れ
て
い
る
。
水
銀

灯
じ
ゃ
な
く
て
も
蛍
光
灯
で

も
良
い
か
ら
１
基
増
設
し
て

ほ
し
い
。

町
長　

江
北
町
自
転
車
等
駐

輪
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
に
基
づ
き
、
12
月

５
日
に
56
台
撤
去
し
た
。
今

後
、
検
討
し
引
き
続
き
整
理

を
行
な
っ
て
い
く
。

総
務
企
画
課
長　

管
理
担
当

の
建
設
課
と
協
議
の
う
え
、

住
民
の
方
に
周
知
を
し
て
い

き
た
い
。

町
長　

長
い
期
間
設
置

募
集
を
し
て
い
く

古
賀　

ク
リ
ー
ン
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
社
会
実
現
の
た
め
の
町

長
の
考
え
方
は
、
そ
の
後
少

し
は
進
ま
れ
た
の
か
ど
う
か
。

町
長　

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
必
要
だ
。
た
だ
、
導

入
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
町

が
行
う
よ
り
、
電
気
事
業
者

な
ど
で
出
来
れ
ば
民
間
の
事

業
展
開
を
期
待
す
る
。
発
電

コ
ス
ト
や
い
ろ
い
ろ
な
条
件

な
ど
を
勘
案
す
る
と
難
し

い
。
国
の
施
策
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
の
で
、
今
後
国

の
情
報
な
ど
注
目
を
し
て
い

き
た
い
。
今
ま
で
83
軒
の
家

に
補
助
を
し
て
き
た
。
今
後

も
、
こ
の
補
助
を
続
け
、
ま

た
、
公
共
施
設
等
へ
の
太
陽

光
の
設
置
も
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

古
賀　

太
陽
光
発
電
の
補
助

の
増
額
枠
は
、
考
え
て
い
な

い
の
か
。

町
長　

毎
年
、
定
期
的
に
予

算
を
つ
け
て
お
り
募
集
を
し

て
い
る
。
来
年
度
以
降
も
年

次
計
画
で
予
算
を
つ
け
出
来

る
だ
け
長
い
期
間
、
募
集
を

し
て
い
く
。

町
長　

関
係
市
町
で
協

議
を
進
め
て
い
る

古
賀　

複
線
化
の
進
捗
状

況
、
こ
れ
に
伴
う
国
道
34
号

バ
イ
パ
ス
建
設
の
早
期
完
成

を
実
現
さ
せ
な
け
れ
ば
、
国

道
34
号
の
渋
滞
は
厳
し
い
も

の
が
あ
る
。
国
道
34
号
の
渋

滞
に
よ
り
、
町
道
を
利
用
し

迂
回
し
て
い
る
車
両
が
多
く

町
内
も
危
険
だ

町
長　

武
雄
温
泉
駅
〜
肥
前

山
口
駅
間
の
複
線
化
は
、
鉄

道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支

援
機
構
が
平
成
25
年
か
ら
３

カ
年
間
を
か
け
て
環
境
影
響

評
価
法
に
基
づ
き
現
地
調
査

か
ら
実
施
さ
れ
る
。
新
幹
線

長
崎
ル
ー
ト
の
着
工
に
伴
い

九
州
地
方
整
備
局
及
び
、
県

や
関
係
市
町
を
構
成
メ
ン

バ
ー
と
し
て
国
道
34
号
江
北

か
ら
北
方
の
道
路
検
討
会
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

九
州
地
方
整
備
局
、
佐
賀

県
、
武
雄
市
、
大
町
町
、
江

北
町
で
今
後
協
議
を
進
め
て

い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

順
次
、
ま
ち
づ
く
り
を
含

め
た
検
討
を
し
て
い
き
た

い
。

忠
霊
碑
及
び
桜
山
公
園
を

江
北
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
再
開
発
し
た
ら
ど
う
か
。

肥
前
山
口
駅
北
口
駐
輪

場
の
整
備
拡
充
を
。
一

向
に
進
ん
で
い
な
い
。

太
陽
光
発
電
を
は
じ
め
と

し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
が
必
要
。

武
雄
温
泉
駅
ま
で
の
複
線
化
、

こ
れ
に
伴
う
国
道
34
号
バ
イ

パ
ス
整
備
の
中
長
期
展
望
は

一
般
質
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県道開通目前、町道移管前に明確な町の
方針を 

西 原 好 文　議員
地域住民の安全を考えた時に、現計画で理解していた
だくのがベスト

町長

西
原　

地
元
説
明
会
が
関
係

地
区
３
ヶ
所
で
開
催
さ
れ
た

が
、
既
存
の
道
路
か
ら
の
乗

り
入
れ
等
に
つ
い
て
、
地
元

か
ら
の
要
望
は
ど
う
な
っ
た

の
か
。

町
長　

地
元
か
ら
い
ろ
い
ろ

な
要
望
が
あ
っ
た
と
思
う

が
、
大
筋
で
は
認
め
て
い
た

だ
い
た
と
思
っ
て
い
る
。
地

域
住
民
の
方
の
安
全
を
考
え

た
時
に
、
現
計
画
で
理
解
を

し
て
い
た
だ
く
の
が
ベ
ス
ト

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

る
。

西
原　

地
元
住
民
の
要
望
を

聞
こ
う
と
し
な
い
の
で
あ
れ

ば
説
明
を
開
く
場
で
あ
る
の

か
。
信
号
機
は
是
非
つ
け
て

も
ら
い
た
い
。

町
長　

警
察
と
の
色
々
な
協

議
の
中
で
、
今
回
の
よ
う
な

形
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
。

西
原　

当
初
の
説
明
で
は
信

号
機
を
つ
け
る
と
い
う
説
明

で
あ
り
、
今
に
な
っ
て
か
ら

話
が
違
う
の
で
は
。

町
長　

当
初
、
信
号
機
が

５
箇
所
つ
く
と
い
う
の
は
、

は
っ
き
り
わ
か
ら
な
い
。

建
設
課
長　

十
数
年
前
の
当

初
の
説
明
会
で
、
５
ヶ
所
あ

る
交
差
点
に
つ
い
て
は
、
信

号
機
の
設
置
を
す
る
と
い
う

事
で
し
た
が
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
県
に
確
認
を
取
る
。
当

然
、
地
元
に
も
そ
の
結
果
を

報
告
さ
れ
る
と
思
う
。

西
原　

近
隣
の
耕
作
者
か
ら

は
信
号
が
な
い
と
危
険
で
困

る
と
い
う
意
見
だ
が
、
今
後

の
対
応
は
。

町
長　

町
と
し
て
も
、今
後
、

信
号
機
を
つ
け
て
い
た
だ
く

よ
う
要
望
等
は
や
っ
て
い
き

た
い
。

西
原　

宿
の
説
明
会
に
つ
い

て
は
、
今
回
計
画
さ
れ
て
い

な
い
が
。

町
長　

宿
の
説
明
会
に
つ
い

て
も
で
き
る
だ
け
早
い
時
期

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

西
原　

町
道
移
管
前
に
道
路

整
備
が
叶
う
ま
で
移
管
は
受

け
な
い
と
き
っ
ぱ
り
言
っ
て

ほ
し
い
が
。

町
長　

整
備
を
や
っ
て
も
ら

わ
な
い
と
町
道
に
編
入
で
き

な
い
と
い
う
の
は
当
然
の
こ

と
。

町
長　

筑
水
を
活
用
し

て
い
た
だ
い
た
ほ
う
が

地
域
の
方
も
経
済
的

で
、
負
担
も
軽
減
さ
れ

る西
原　

土
地
改
良
の
適
正
化

事
業
や
地
域
水
利
施
設
ス

ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事

業
、
農
地
・
水
・
環
境
保
全

向
上
対
策
事
業
等
で
幹
線
水

路
の
泥
土
揚
げ
が
出
き
る
の

か
。

町
長　

町
と
し
て

は
筑
水
も
今
回
か

ら
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
の

で
、
こ
れ
を
活
用

し
て
い
た
だ
い
た

ほ
う
が
地
域
の
方

も
経
済
的
で
負
担

も
軽
減
さ
れ
る
の

で
は
な
い
か
。

西
原　

幹
線
水
路

は
大
雨
時
の
排
水

と
し
て
の
役
目
が
あ
る
と
思

う
が
。

町
長　

泥
土
処
理
を
す
る
に

は
２
億
円
以
上
か
か
り
、
そ

の
う
ち
６
千
万
円
が
地
元
負

担
と
な
る
。
地
元
が
そ
ん
な

に
負
担
す
る
よ
り
は
、
筑
水

を
活
用
し
た
ほ
う
が
得
策
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

西
原　

幹
線
水
路
の
泥
土
揚

げ
に
つ
い
て
は
、
地
元
議
員

か
ら
も
以
前
何
度
と
な
く
質

問
も
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

11
地
区
の
区
長
名
で
要
望
書

も
提
出
さ
れ
て
い
る
。
早
急

な
対
応
が
必
要
で
は
。

町
長　

以
前
よ
り
地
元
か
ら

の
話
も
あ
り
、
概
算
の
事
業

費
が
高
額
の
２
億
円
以
上
に

な
る
と
い
う
よ
う
な
事
で

言
っ
て
い
る
。
地
元
負
担
３

割
と
い
う
形
で
は
地
元
で
は

対
応
で
き
な
い
と
思
う
。

西
原　

地
元
負
担
を
町
と
し

て
軽
減
す
る
考
え
は
。

町
長　

こ
れ
ま
で
の
他
地
区

と
の
均
衡
上
、
そ
し
て
ま
た
、

不
公
平
を
招
か
な
い
よ
う
考
え

な
が
ら
協
議
し
て
い
き
た
い
。

町
長　

町
民
参
加
で
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い

西
原　

防
災
計
画
の
周
知
に
つ

い
て
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
の
か
。

町
長　

各
地
区
の
自
主
防
災

組
織
の
話
し
合
い
等
の
折
に

は
、
防
災
担
当
か
ら
も
情
報

な
ど
を
提
供
し
て
い
る
。
ま

た
、
来
年
度
は
県
の
総
合
防

災
訓
練
が
杵
藤
地
区
で
行
わ

れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
本
町

で
も
避
難
な
ど
の
訓
練
が
想

定
さ
れ
る
。
町
民
参
加
で
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
行
き
た

い
。

西
原　

資
料
等
の
配
布
は
。

町
長　

平
成
19
年
度
に
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
全
戸
に
配

布
し
て
い
る
。
来
年
度
は
新

し
い
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作

製
し
た
い
。

西
原　

災
害
時
の
対
応
と
し

て
女
性
の
支
援
は
必
要
。
防

災
会
議
に
女
性
の
参
加
が
見

ら
れ
な
か
っ
た
が
、
ぜ
ひ
参

加
さ
せ
る
べ
き
と
思
う
が
。

町
長　

女
性
の
き
め
細
や
か

な
支
援
が
あ
れ
ば
災
害
時
に

大
き
な
力
に
な
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。
来
年
の
防
災
会

議
に
お
い
て
は
、
女
性
団
体

の
参
加
を
検
討
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

「
幹
線
水
路
泥
土
処
分

に
つ
い
て
、
今
後
の
対

応
は
」

「
町
の
防
災
計
画
に
町

民
の
理
解
と
協
力
を
」

一
般
質
問

幹線水路泥土堆積状況立会
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県道江北・芦刈線バイパス開通による
我が町に与える影響は

  　　　　　　　　田 中 宏 之　議員
佐賀のへそとしての交通の利便性がさらに向上する
ことから定住人口の増加を図りたい

町長

田
中　

県
道
３
３
９
号
江

北
・
芦
刈
線
バ
イ
パ
ス
が
平

成
25
年
３
月
に
い
よ
い
よ
開

通
す
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
我

が
町
に
は
、
良
い
面
、
悪
い

面
と
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
及

ぼ
す
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ

で
４
点
に
つ
い
て
町
の
考
え

を
聞
き
た
い
。
１
点
目
だ

が
、
こ
の
バ
イ
パ
ス
開
通
を

町
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
と

ら
え
、
こ
れ
を
機
に
ま
ち
づ

く
り
と
し
て
何
か
ア
ク
シ
ョ

ン
を
起
こ
す
計
画
が
あ
る
の

か
？

町
長　

江
北
町
に
と
っ
て

も
、
佐
賀
の
へ
そ
と
し
て
交

通
の
利
便
性
が
さ
ら
に
向
上

す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
住

み
や
す
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

定
住
人
口
の
増
加
を
図
り
た

い
。
商
業
面
に
お
い
て
は
、

ひ
ふ
み
通
り
振
興
協
議
会
と

の
協
議
を
行
い
、
商
圏
の
拡

大
な
ど
、
町
の
メ
リ
ッ
ト
に

繋
が
る
県
道
開
通
に
な
れ
ば

と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本

町
は
２
次
医
療
圏
と
し
て
は

県
の
南
部
地
域
に
属
し
て
い

る
が
、
バ
イ
パ
ス
開
通
後
の

平
成
25
年
５
月
に
は
新
県
立

病
院
も
開
院
の
予
定
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
高
度
医
療
体
制

の
充
実
も
図
ら
れ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
更
に
、
本
町
に

と
っ
て
は
、
他
の
市
町
か
ら

駅
南
地
区
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
に
も
な
る
こ
と
か
ら
、
新

た
な
路
線
バ
ス
の
申
請
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

田
中　

２
点
目
に
農
業
関
係

に
つ
い
て
、
今
回
、
バ
イ
パ

ス
が
開
通
す
る
地
域
は
、
我

が
町
で
も
重
要
な
農
産
物
の

生
産
地
区
で
あ
る
。
そ
の
地

区
が
バ
イ
パ
ス
に
よ
っ
て
北

と
南
に
寸
断
さ
れ
営
農
す
る

に
は
大
変
不
自
由
に
な
る
。

特
に
農
機
具
の
移
動
に
は
大

き
な
支
障
を
も
た
ら
す
事
に

な
る
。
そ
の
事
に
つ
い
て
町

と
し
て
は
ど
う
思
っ
て
い
る

の
か
。

町
長　

町
と
し
て
は
、
現
在

農
業
委
員
会
と
協
力
し
て
、

自
宅
や
農
業
倉
庫
に
近
い
所

に
農
地
を
集
積
す
る
よ
う
推

進
し
て
い
る
。
し
か
し
、
集

積
を
行
う
に
は
地
権
者
と
耕

作
者
と
の
合
意
形
成
、
ま
た

各
種
補
助
事
業
に
抵
触
し
な

い
よ
う
条
件
を
整
え
た
上
で

実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ

の
地
区
に
お
い
て
も
、
条
件

が
整
え
ば
耕
作
に
最
も
適
し

た
経
営
体
に
集
積
を
図
り
た

い
。

田
中　

３
点
目
に
生
活
道
路

と
し
て
の
交
通
問
題
に
つ
い

て
、
こ
の
バ
イ
パ
ス
を
利
用

し
て
佐
賀
市
南
部
に
行
く

人
に
は
大
変
便
利
に
な
る

が
、
地
元
で
生
活
し
て
い
る

人
に
は
そ
う
で
も
な
い
。
今

ま
で
使
っ
て
い
た
道
路
は
所

に
よ
っ
て
は
寸
断
さ
れ
使
え

な
く
な
る
。
ま
た
、
バ
イ
パ

ス
に
は
信
号
機
の
設
置
ヶ
所

も
少
な
く
、
そ
う
い
っ
た
所

を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
交
通
事
故
に
繋
が
る
お

そ
れ
が
あ
る
。
町
と
し
て
は

ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　

バ
イ
パ
ス
の
横
断
箇

所
、
信
号
機
の
数
、
ま
た
交

通
量
の
増
加
等
で
、
当
然
、

生
活
道
路
と
し
て
の
影
響
が

出
る
も
の
と
思
う
。
今
の
計

画
で
は
、
地
元
の
方
々
の
理

解
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
町
と
し
て
は
今
後
も
地

元
の
声
を
県
に
要
望
し
て
い

く
。そ
ん
な
中
こ
の
道
路
は
、

県
の
幹
線
道
路
と
し
て
の
、

機
能
を
十
分
に
発
揮
し
て
も

ら
い
県
の
交
通
網
の
整
備
に

貢
献
で
き
る
の
で
は
と
思
っ

て
い
る
。

田
中　

最
後
の
４
点
目
に
商

業
面
に
つ
い
て
だ
が
、
こ
の

江
北
・
芦
刈
線
バ
イ
パ
ス
は
、

県
道
の
中
で
も
重
要
な
ア
ク

セ
ス
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

県
西
部
か
ら
佐
賀
市
南
部
、

あ
る
い
は
大
牟
田
、
熊
本
方

面
に
抜
け
る
道
と
し
て
、
現

在
、
部
分
開
通
し
て
い
る
有

明
海
沿
岸
道
路
が
全
面
開
通

し
た
時
に
は
、
県
内
で
も
最

も
重
要
な
県
道
の
一
つ
に
な

る
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
い
っ

た
と
こ
ろ
か
ら
、
町
と
し
て

は
、
準
都
市
計
画
区
域
の
指

定
等
の
考
え
は
な
い
の
か
。

町
長　

本
町
で
は
、
平
成
21

年
７
月
に
駅
南
地
区
が
準
都

市
計
画
区
域
に
指
定
さ
れ
、

現
在
も
民
間
資
本
に
よ
り
住

宅
地
の
造
成
が
行
わ
れ
て
い

る
。
又
、
第
２
次
江
北
町
土

地
利
用
計
画
に
お
い
て
も
、

こ
の
地
域
を
新
市
街
地
形
成

ゾ
ー
ン
と
し
、
秩
序
あ
る
開

発
と
優
先
的
な
土
地
誘
導
を

図
っ
て
い
る
。
今
の
所
、
現

在
の
準
都
市
計
画
区
域
に
未

開
発
の
土
地
が
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
ま
た
、
平
成
21
年
12

月
に
農
地
法
の
改
正
に
伴
い

農
地
転
用
が
困
難
に
な
っ
た

事
等
を
考
え
る
と
、
現
在
の

準
都
市
計
画
区
域
へ
の
開
発

誘
導
を
先
ず
優
先
的
に
考
え

る
べ
き
だ
。

一
般
質
問
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これからの住民生活をどう考えているのか。
生活困窮者の対策はあるのか 

大 隈 敏 弘　議員
国、県などの関係機関や各種団体等との連携を図り、就労、
経済、生活など支援施策を総合的に推進していく必要がある

町長

大
隈　

今
の
世
の
中
、
仕
事

を
な
く
し
た
人
や
家
庭
の
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
で
追
い
込
ま

れ
、
ひ
と
り
親
世
帯
と
な
っ

た
人
な
ど
、
生
計
を
担
う
人

達
が
、
職
を
探
そ
う
に
も
職

が
な
く
、
日
々
の
生
活
に
苦

し
ん
で
い
る
人
が
た
く
さ
ん

お
ら
れ
る
。
こ
れ
か
ら
ふ
え

て
く
る
で
あ
ろ
う
格
差
社
会

に
お
い
て
、
何
か
打
つ
手
は

な
い
の
か
。
貧
し
さ
あ
ま
り

に
自
殺
に
ま
で
追
い
込
ま
れ

た
人
も
お
ら
れ
る
と
聞
い
て

い
る
。
行
政
と
し
て
、
ま
ず

「
１
点
目
は
」、
こ
れ
か
ら
の

住
民
生
活
を
ど
う
守
っ
て
い

く
か
、
ま
た
困
窮
者
防
止
対

策
に
つ
い
て
、
何
か
考
え
が

あ
る
の
か
。「
２
点
目
は
」、

某
行
政
と
社
協
が
中
心
と
な

り
、
働
け
る
よ
う
な
環
境
づ

く
り
を
行
う
た
め
、
無
償
で

子
供
を
預
か
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
、
預
か
り
保
育
を
委

託
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る

と
聞
い
て
い
る
が
、
我
が
町

と
し
て
の
考
え
は
。「
３
点

目
は
」、
こ
う
し
た
家
庭
の

子
供
の
貧
困
と
就
学
支
援
は

ど
う
し
て
い
る
の
か
。

　
「
４
点
目
は
」、
行
政
が
住

民
の
働
く
意
欲
を
高
め
る
た

め
に
、
某
市
で
は
、
行
政
機

関
の
窓
口
に
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
業
務
を
行
っ
た
り
、
あ
る

行
政
機
関
と
社
協
が
中
心
と

な
り
、
仕
事
を
奪
わ
れ
た
人

達
か
ら
資
金
を
募
り
、
新
会

社
を
立
ち
上
げ
、
雇
用
対
策

に
努
め
て
い
る
と
も
聞
い
て

い
る
が
、我
が
町
の
考
え
は
。

町
長　

今
日
の
大
変
厳
し
い

経
済
、
雇
用
環
境
の
中
で
、

失
業
さ
れ
た
方
や
家
庭
の
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
で
ひ
と
り
親
家

庭
と
な
っ
た
人
達
は
、
社
会

的
、
経
済
的
、
精
神
的
に
も

不
安
定
な
状
況
に
置
か
れ
が

ち
で
あ
る
。
生
活
困
窮
者
の

方
の
対
策
に
つ
い
て
は
、国
、

県
な
ど
の
関
係
機
関
や
各
種

団
体
等
と
の
連
携
を
図
り
、

就
労
、
経
済
、
生
活
な
ど
の

支
援
施
策
を
総
合
的
に
推
進

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。
母
子
家
庭
な

ど
に
対
す
る
支
援
事
業
は
、

町
だ
け
で
は
な
か
な
か
十
分

な
支
援
を
行
う
こ
と
は
難
し

い
た
め
、
保
健
福
祉
事
務
所

な
ど
と
連
携
を
と
り
な
が

ら
、
生
計
を
支
え
る
母
子
家

庭
に
対
し
、
母
子
家
庭
自
立

支
援
給
付
金
事
業
な
ど
を
活

用
し
、支
援
を
行
っ
て
い
る
。

ほ
か
に
も
児
童
扶
養
手
当
や

医
療
費
助
成
な
ど
の
経
済
的

支
援
や
就
労
支
援
な
ど
、
今

後
も
国
、
県
な
ど
の
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
支

援
に
努
め
て
い
く
。
ま
た
町

で
は
、
安
心
し
て
働
け
る
環

境
づ
く
り
を
行
う
た
め
、
就

労
支
援
と
し
て
、
保
育
園
入

園
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ

う
に
配
慮
し
て
お
り
、
母
子

家
庭
な
ど
の
保
育
料
に
関
し

て
は
、
住
民
税
非
課
税
の
世

帯
の
方
に
つ
い
て
保
育
料
は

無
料
で
あ
る
。
預
か
り
保
育

は
未
就
園
児
に
つ
い
て
は
、

社
協
に
て
、
ゼ
ロ
歳
か
ら
５

歳
ま
で
幼
児
の
預
か
り
保
育

を
実
施
し
て
い
る
、
ま
た
、

古
賀
小
児
科
に
お
い
て
、
病

児
、
病
後
児
保
育
の
実
施
を

し
て
い
る
。
生
活
困
窮
家
庭

の
就
学
支
援
に
つ
い
て
は
、

申
請
に
よ
り
江
北
町
就
学
援

助
制
度
で
対
応
し
て
お
り
、

所
得
制
限
等
の
審
査
に
よ

り
、
認
定
を
受
け
る
と
、
給

食
費
や
学
用
品
、
修
学
旅
行

費
や
歯
科
の
医
療
費
な
ど
補

助
す
る
。
ま
た
、
高
校
や
大

学
な
ど
を
目
指
し
、
有
能
な

資
質
を
有
す
る
者
で
、
経
済

的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
な

生
徒
、
学
生
に
つ
い
て
は
、

無
利
子
の
江
北
町
育
英
資
金

貸
付
を
行
っ
て
お
り
、
制
度

活
用
を
し
て
頂
き
た
い
。
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
業
務
に
つ
い
て

は
、
町
で
は
職
業
安
定
法
上

困
難
な
た
め
、
今
後
も
雇
用

対
策
情
報
交
換
会
に
よ
る
情

報
の
提
供
や
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
就
労
支
援

に
努
め
て
行
き
た
い
。

大
隈　

ア
イ
デ
ア
一
つ
で
農

業
を
変
え
ら
れ
る
経
営
の
仕

組
み
づ
く
り
及
び
取
組
は
あ

る
の
か
。

町
長　

共
同
体
を
生
み
出

し
、
経
営
体
と
し
て
の
組
織

を
築
き
上
げ
、
営
農
を
続
け

て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら

の
姿
で
は
な
い
か
と
思
う
。

大
隈　

本
年
度
か
ら
人
、
農

地
プ
ラ
ン
が
新
た
に
実
施
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
制

度
的
に
当
て
は
ま
ら
な
い
も

の
も
あ
り
、戸
惑
い
も
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
農
業
経
営
が
続

け
ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
及

び
取
組
が
必
要
で
あ
る
と
思

う
が
、
ま
ず
は
、
付
加
価
値

を
高
め
る
よ
う
な
生
産
か
ら

加
工
、
販
売
ま
で
、
の
農
産

開
発
の
研
究
チ
ー
ム
を
立
ち

上
げ
る
必
要
が
あ
る
。ま
た
、

こ
れ
か
ら
の
農
業
経
営
を
、

い
か
に
安
定
化
さ
せ
て
い
く

か
と
い
う
こ
と
が
大
事
で
あ

り
、
こ
れ
か
ら
の
経
営
者
の

た
め
の
教
育
が
必
要
で
あ

る
。
勉
強
会
な
ど
の
、
企
画

を
今
後
町
と
し
て
考
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
と
思
う
が
。

町
長　

ま
ず
産
地
づ
く
り
を

図
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て

お
り
、
そ
こ
か
ら
６
次
産
業

化
へ
の
一
歩
が
始
ま
る
と
考

え
て
い
る
。
付
加
価
値
を
高

め
ら
れ
る
よ
う
な
農
産
開
発

チ
ー
ム
を
、
Ｊ
Ａ
や
商
工

会
、
ま
た
担
い
手
、
消
費
者
、

そ
れ
に
普
及
所
や
行
政
を
含

め
、
話
し
合
い
が
必
要
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
ま

た
経
営
者
の
教
育
に
関
し
て

は
、
今
後
の
法
人
化
に
向
け

て
の
取
り
組
み
で
、
経
営
に

対
す
る
セ
ミ
ナ
ー
が
今
年
度

よ
り
、
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い

る
。
本
格
的
に
法
人
化
へ
の

体
制
を
図
る
上
で
は
江
北
町

で
も
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
実

施
に
向
け
考
え
て
い
る
。

一
般
質
問
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今後の財政運営を問う
  　　　　　　　　井 上 敏 文　議員

これから財政指標は改善される
事業については、財政負担の軽減に取り組む

町長

井
上　

一
昨
年
の
２
月
５
日

の
地
方
新
聞
に
、
住
民
一
人

当
た
り
の
借
金
は
、
江
北
町

が
県
内
最
多
の
１
１
５
万
円

と
載
っ
て
い
た
。
町
民
は
こ

れ
を
見
て
大
変
驚
い
た
の
で

は
な
い
か
。
町
の
財
政
は
本

当
に
大
丈
夫
か
と
い
う
町
民

の
不
安
は
ま
だ
残
っ
て
い
る

も
の
と
思
う
。
こ
の
財
政
運

営
に
つ
い
て
は
、
健
全
化
を

示
す
指
標
と
し
て
※
財
政
力

指
数
、
※
経
常
収
支
比
率
、

※
実
質
公
債
費
比
率
等
が
あ

る
。
財
政
力
指
数
は
数
値
的

に
見
て
昨
年
よ
り
は
良
く
な

い
。
経
常
収
支
も
昨
年
度
よ

り
は
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

実
質
公
債
費
比
率
は
若
干
好

転
し
て
い
る
も
の
の
、
県
内

10
町
の
内
、
ワ
ー
ス
ト
２
位

の
位
置
に
あ
る
。
こ
の
３
つ

の
数
値
を
昨
年
と
比
較
す
れ

ば
本
町
の
財
政
状
況
は
厳
し

い
と
思
わ
れ
る
。
今
後
、
耐

用
年
数
が
迫
っ
て
く
る
施
設

も
あ
る
為
、
そ
の
改
修
事
業

が
必
要
。
ま
た
、
町
営
住
宅

老
朽
化
に
伴
う
移
転
改
築
等

も
あ
る
。
町
長
は
「
子
や
孫

に
誇
れ
る
郷
土
」
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、
子
や
孫
達
の
為

に
も
財
政
的
な
負
担
を
少
な

く
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で

は
な
い
か
。
今
後
、
詳
細
な

資
料
を
提
出
さ
れ
、
議
会
と

も
十
分
議
論
し
、
検
証
し
て

い
く
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
財

政
運
営
に
つ
い
て
、
今
後
ど

の
よ
う
な
か
じ
取
り
を
さ
れ

る
の
か
。

町
長　

財
政
力
指
数
は
法
人

税
の
関
係
で
増
減
す
る
が
、

以
前
は
今
の
数
値
く
ら
い
で

あ
る
。
経
常
収
支
も
以
前
は

も
っ
と
悪
か
っ
た
が
、
改
善

さ
れ
て
い
る
し
、
実
質
公
債

費
も
改
善
さ
れ
て
き
て
い

る
。
今
後
は
、
公
債
費
の
減

少
が
見
込
ま
れ
、
財
政
指
標

は
改
善
さ
れ
て
い
く
と
思

う
。
基
金
の
積
立
も
多
く

な
っ
て
い
る
。
今
後
の
事
業

に
つ
い
て
は
、
過
疎
債
の
活

用
な
ど
で
財
政
的
な
負
担
を

軽
減
し
な
が
ら
取
り
組
む
。

井
上　

町
民
の
不
安
を
払
拭

す
る
た
め
に
も
、
下
水
道
事

業
も
含
め
た
償
還
計
画
、
町

民
一
人
当
た
り
の
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
の
公
表
、
公
会
計
に

つ
い
て
町
民
に
説
明
を
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

町
長　

下
水
道
を
含
め
た
返

済
計
画
で
は
、
今
後
町
の
借

金
は
減
っ
て
い
く
。
※
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
、
※
公
会
計
に

つ
い
て
は
わ
か
り
や
す
い
形

で
公
表
し
て
い
く
。

町
長　

商
工
会
・
Ｊ
Ａ

青
年
部
の
取
り
組
み
を

見
な
が
ら
検
討
す
る
。

井
上　

我
が
国
で
は
、
少
子

化
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
要
因
と
し
て
未

婚
率
の
上
昇
に
あ
る
。い
ま
、

県
内
各
自
治
体
で
も
結
婚
活

動
を
支
援
す
る
動
き
が
広

ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
個

人
の
支
援
に
ま
で
踏
み
込
む

の
は
、
少
子
化
に
伴
う
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ

と
を
期
待
し
て
の
こ
と
で
あ

る
。
伊
万
里
市
は
「
婚
活
応

援
課
」、
武
雄
市
は
「
お
結

び
課
」を
発
足
さ
せ
て
い
る
。

本
町
で
は
、「
ビ
ッ
キ
ー
と

ピ
ン
キ
ー
の
結
婚
式
」
で
２

組
の
カ
ッ
プ
ル
を
募
集
さ
れ

た
。
ま
た
、
町
内
の
各
種
団

体
が
「
苺
一
会
」
と
し
て
婚

活
事
業
に
取
り
組
ま
れ
て
は

い
る
も
の
の
、
こ
れ
を
継
続

さ
せ
る
為
に
は
、
少
子
化
対

策
の
一
環
と
し
て
、
町
が
主

体
と
な
っ
て
婚
活
事
業
に
取

り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　

現
在
、
商
工
会
・
Ｊ

Ａ
青
年
部
で
２
月
に
、
町
の

地
域
活
性
化
補
助
金
を
活
用

し
た
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

３
年
間
続
け
る
と
聞
い
て
い

る
。
今
後
も
各
種
団
体
の
協

力
を
得
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

井
上　

本
町
の
場
合
、
国
勢

調
査
の
結
果
、
20
代
後
半
の

独
身
は
男
性
が
67
％
、
女
性

は
60
％
で
あ
る
。
子
育
て
支

援
・
少
子
化
対
策
に
力
を
入

れ
て
い
る
町
と
し
て
、
本
腰

を
入
れ
て
積
極
的
に
取
り
組

ま
な
い
と
、
民
間
団
体
で
は

継
続
で
き
な
い
と
思
う
。

町
長　

結
婚
の
出
会
い
の
場

が
多
く
あ
る
よ
う
な
ま
ち
づ

く
り
を
し
て
い
か
な
く
て
は

と
思
っ
て
い
る
。
今
回
、
商

工
会
・
農
協
青
年
部
が
一
生

懸
命
取
り
組
む
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
状
況
を
見
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

少
子
化
対
策
の
ひ
と
つ
、

　

婚
活
支
援
へ
の

　
　

取
り
組
み
の
考
え
は

一
般
質
問

ビッキーとピンキー、
及び町内２組の結婚式

※
用
語
解
説

・
財
政
力
指
数
…
財
政
力

の
強
弱
を
示
す
指
標

・
経
常
収
支
比
率
…
財
政

の
弾
力
性
を
示
す
指
標

・
実
質
公
債
費
比
率
…
歳

入
に
対
す
る
借
金
の
割

合
・
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
・
公

会
計
…
資
産
の
動
き
や

損
益
を
把
握
す
る
も
の

（
貸
借
対
照
表
）
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緊急自動車の進入路について問う 
坂 井 正 隆　議員

消防署等関係機関と連携を図り、検討し改善をしていく町長

坂
井　

緊
急
自
動
車
の
進
入

路
に
つ
い
て
、
白
石
消
防
署

に
資
料
を
提
供
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

　

先
般
江
北
町
地
域
防
災
計

画
の
全
容
の
説
明
を
受
け
、

風
水
害
、
地
震
、
津
波
、
原

子
力
災
害
と
、
多
岐
に
わ
た

り
詳
細
な
計
画
で
あ
っ
た
。

消
防
計
画
の
中
で
、
出
火
防

止
、
初
期
消
火
の
記
載
が

あ
っ
た
が
、
消
防
車
、
特
に

タ
ン
ク
車
の
進
入
が
で
き
な

い
家
屋
が
ま
だ
あ
る
。

　

防
災
計
画
は
、
基
本
的
に

は
災
害
時
の
町
民
の
生
命
と

財
産
を
守
る
こ
と
に
あ
る
と

理
解
し
て
い
る
。
火
災
は
日

常
突
発
的
に
発
生
し
そ
の
通

報
を
受
け
、
出
動
、
初
期
消

火
が
最
も
重
要
だ
と
考
え

る
。
威
力
を
発
揮
す
る
の
が

こ
の
消
防
タ
ン
ク
車
。
初
期

消
火
に
支
障
を
き
た
さ
な
い

よ
う
進
入
路
に
問
題
が
あ
る

と
こ
ろ
の
点
検
と
今
後
の
対

策
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

町
長　

緊
急
自
動
車
の
進
入

路
に
つ
い
て
道
路
管
理
者
と

し
て
は
、
緊
急
車
輌
が
通
行

で
き
な
い
と
こ
ろ
が
多
々
あ

る
と
い
う
事
は
わ
か
っ
て
い

る
が
、
こ
う
い
う
の
は
全
国

的
な
も
の
で
あ
り
、
緊
急
自

動
車
の
活
動
は
、
そ
う
い
う

入
れ
な
い
と
こ
ろ
に
対
し
て

も
担
架
や
中
継
ポ
ン
プ
に
よ

り
対
応
が
で
き
る
装
備
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、現
在
、

消
防
水
利
に
つ
い
て
は
江
北

町
は
充
足
を
し
て
い
る
。
現

在
消
防
団
の
協
力
を
得
て
巡

回
、
点
検
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
各
部
の
消
防
団
は
狭

い
路
地
等
に
お
け
る
消
火
活

動
を
適
切
に
行
う
た
め
、
毎

年
消
防
車
両
等
に
よ
る
中
継

訓
練
も
行
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
こ
う
い
う
場
所
に
つ

い
て
は
、
道
路
整
備
が
全
部

で
き
て
い
れ
ば
一
番
良
い
と

思
う
が
、
費
用
的
な
問
題
も

あ
る
。
ま
た
、
そ
う
い
う
も

の
を
考
え
た
時
に
消
防
署
等

の
関
係
機
関
と
の
連
携
を

図
っ
て
、
ど
う
し
て
も
こ
こ

だ
け
は
広
げ
な
く
て
は
い
け

な
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
れ

ば
、
検
討
し
な
が
ら
改
善
を

し
て
い
き
た
い
。

坂
井　

狭
い
道
、
ま
た
そ
の

交
差
す
る
Ｔ
字
路
と
か
Ｙ
字

路
に
つ
い
て
，
そ
こ
の
法
面

を
う
ま
く
利
用
し
、
改
良
す

る
こ
と
に
よ
り
、
入
り
に
く

い
と
こ
ろ
も
入
り
や
す
く
な

る
道
も
あ
る
と
思
う
。
再
度

点
検
を
し
て
、
検
討
す
る
考

え
は
。

町
長　

そ
う
い
う
と
こ
ろ
を

全
部
す
る
と
い
う
事
は
な
か

な
か
難
し
い
。そ
の
な
か
で
、

こ
こ
だ
け
は
で
き
る
か
、
家

を
動
か
さ
な
く
て
も
で
き
る

と
い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
を
点

検
し
な
が
ら
、
出
来
る
限
り

の
こ
と
を
や
っ
て
い
き
た

い
。

坂
井　

道
路
の
改
良
等
に
つ

い
て
は
、
緊
急
自
動
車
だ
け

で
な
く
、
一
般
の
方
々
の
通

行
も
あ
る
。
で
き
る
と
こ
ろ

は
年
次
計
画
な
り
を
し
て
、

実
施
し
て
も
ら
い
た
い
。

町
長　

河
川
事
務
所
と

協
議
す
る

坂
井　

私
た
ち
の
町
で
災
害

が
発
生
す
る
と
す
れ
ば
、
大

雨
に
よ
る
六
角
川
、
あ
る
い

は
牛
津
川
の
氾
濫
に
よ
る
堤

防
の
決
壊
に
よ
る
水
害
が
ま

ず
考
え
ら
れ
る
。防
災
計
画
、

あ
る
い
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
避

難
場
所
は
公
民
館
、集
会
所
、

公
共
施
設
等
々
が
指
定
さ
れ

て
い
る
。
水
害
時
に
役
に
立

つ
と
思
う
標
高
板
の
設
置
を

集
会
所
等
に
で
き
な
い
か
。

自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
が

ど
の
く
ら
い
の
高
さ
に
あ
る

の
か
、
日
頃
よ
り
認
識
し
て

も
ら
う
の
も
必
要
と
思
う
が

ち
な
み
に
、
六
角
川
堤
防
と

役
場
の
標
高
は
い
く
ら
か
。

建
設
課
長　

六
角
川
の
堤
防

高
は
、
５
・
５
、
役
場
は
３
・

63
ｍ
で
す
。

町
長　

昨
年
の
東
北
大
震
災

以
来
、
標
高
板
の
設
置
と
い

う
も
の
に
つ
い
て
も
、
国
土

交
通
省
で
も
全
市
町
村
に
つ

け
よ
う
と
い
う
よ
う
な
気
運

が
あ
る
。
今
後
、
国
交
省
と

河
川
事
務
所
と
相
談
を
し
な

が
ら
、
で
き
る
だ
け
早
い
機

会
に
標
高
板
設
置
が
で
き
る

よ
う
に
努
力
を
し
た
い
。

町
長　

財
源
的
に
難
し

い坂
井　

今
年
の
福
祉
大
会
に

お
い
て
ネ
イ
ブ
ル
の
駐
車
場

は
バ
ル
ー
ン
大
会
と
重
な

り
、
満
車
と
な
っ
た
。
離
れ

た
所
か
ら
歩
い
て
来
た
方
が

沢
山
お
ら
れ
た
と
思
う
が
、

こ
の
よ
う
な
時
、
町
で
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
の
検
討
は
で
き
な

い
か
。

町
長　

今
年
の
大
会
で
は
、

指
定
管
理
者
「
み
も
ざ
」
の

協
力
に
よ
り
、
大
会
の
前
日

か
ら
当
日
の
朝
に
か
け
て
駐

車
場
へ
入
れ
な
い
よ
う
し
、

今
年
は
駐
車
場
を
確
保
で
き

た
と
思
う
。
限
ら
れ
た
町
の

財
源
の
中
で
今
後
、
高
齢
化

が
進
み
、
ま
す
ま
す
福
祉
に

係
る
財
政
需
要
は
増
大
を
し

て
い
く
。
子
や
孫
に
誇
れ
る

ふ
る
さ
と
を
残
し
て
い
く
た

め
に
も
、
住
民
、
地
域
、
行

政
そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る
こ
と

は
自
ら
行
い
、
お
互
い
手
を

取
り
合
っ
て
福
祉
社
会
の
安

定
的
推
進
を
図
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
う
。

標
高
表
示
板
の
設
置
に

つ
い
て

老
人
福
祉
大
会
に

　

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を

一
般
質
問

標高表示板

初期消火に威力を
発揮するタンク車
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鳥獣被害の現状と対策について
  　　　　　　　　池 田 和 幸　議員

鳥獣被害対策実施隊の設置に伴い、連携を良くし、メッ
シュ柵を主体にし、電気牧柵等で対応をしていく

町長

池
田　

鳥
獣
は
、
自
然
環
境

を
構
成
す
る
重
要
な
要
素
の

一
つ
で
あ
り
、
国
民
の
生
活

環
境
に
も
欠
か
す
こ
と
の
出

来
な
い
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
鳥
獣

に
よ
る
農
林
水
産
業
に
係
る

被
害
が
全
国
的
に
深
刻
化
し

て
い
る
状
況
で
、
人
身
へ
の

被
害
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

県
に
お
い
て
の
獣
種
別
農
作

物
被
害
金
額
は
、
鳥
類
で
約

９
７
０
万
円
、獣
類
で
約
２
，

３
０
０
万
円
と
な
り
、
イ
ノ

シ
シ
が
84
％
と
多
く
を
占
め

て
い
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
町

で
の
被
害
状
況
を
挙
げ
て
ほ

し
い
。

町
長　

鳥
獣
に
よ
る
農
産
物

の
被
害
の
状
況
は
、
イ
ノ
シ

シ
が
一
番
多
く
、
近
年
で
は

カ
モ
等
に
よ
る
被
害
が
増
え

て
い
る
。
金
額
で
は
、
22
年

が
約
２
９
０
万
円
、
23
年
が

４
１
０
万
円
で
あ
る
。

池
田　

被
害
の
状
況
や
鳥
獣

の
生
息
状
況
等
の
調
査
結
果

の
公
表
は
あ
っ
た
の
か
。

町
長　

町
独
自
で
の
公
表
は

行
っ
て
い
な
い
。
但
し
、
毎

年
県
に
は
報
告
を
し
て
い

る
。

池
田　

鳥
獣
被
害
の
深
刻

化
、
広
域
化
を
踏
ま
え
、
平

成
19
年
12
月
に
被
害
防
止
の

た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る

法
律
が
成
立
し
、
ま
た
、
今

年
３
月
に
法
の
一
部
が
改
正

さ
れ
て
い
る
が
、
町
に
対
し

て
の
修
正
点
は
。

町
長　

被
害
防
止
計
画
に
基

づ
き
、
被
害
防
止
施
策
を
適

切
に
実
施
す
る
た
め
に
、
鳥

獣
被
害
対
策
隊
の
設
置
を
行

な
っ
た
。

池
田　

９
月
議
会
の
補
正
予

算
で
鳥
獣
被
害
対
策
隊
へ
の

報
酬
費
も
措
置
の
一
つ
な
の

か
。

町
長　

法
律
の
一
部
改
正
に

伴
う
も
の
。

池
田　

事
業
実
績
は
。

町
長　

狩
猟
の
免
許
を
有
す

る
民
間
隊
員
が
10
月
に
２

回
、
11
月
に
３
回
、
イ
ノ
シ

シ
の
出
没
に
よ
り
述
べ
５
名

が
出
動
さ
れ
、
そ
の
報
酬
と

し
て
２
万
５
０
０
円
を
支

払
っ
て
い
る
。

池
田　

ア
ナ
グ
マ
が
平
成
23

年
度
か
ら
町
で
も
発
生
し
て

い
る
が
。

産
業
課
長　

町
に
限
ら
ず
、

県
内
全
域
、
西
日
本
方
面
で

増
え
て
き
て
い
る
。
原
因
は

外
来
種
な
の
で
、
ペ
ッ
ト
で

購
入
後
、
捨
て
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

池
田　

今
後
の
対
策
と
実
施

隊
へ
の
対
応
は
。

産
業
課
長　

メ
ッ
シ
ュ
柵
を

主
体
に
し
、
電
気
牧
柵
等
で

対
応
し
て
い
き
た
い
。
ま
た

猟
友
会
員
へ
の
指
導
も
踏
ま

え
、
更
に
実
施
隊
と
の
連
携

を
図
っ
て
い
く
。

教
育
長　

合
同
点
検
で

の
10
カ
所
に
つ
い
て

は
、
対
応
済
み
が
１
箇

所
、
町
で
の
対
応
可
能

が
７
箇
所
、
対
策
困
難

が
２
箇
所
で
あ
る

池
田　

６
月
議
会
一
般
質
問

で
の
対
応
と
し
て
、
９
月
議

会
の
補
正
予
算
で
道
路
維
持

管
理
費
、
交
通
安
全
施
設
工

事
と
し
て
１
５
０
万
円
が
計

上
さ
れ
た
。
採
択
さ
れ
た
こ

と
は
非
常
に
有
難
く
、
交
通

事
故
防
止
及
び
抑
制
に
貢
献

で
き
る
も
の
と
思
う
。
そ
こ

で
検
討
の
箇
所
に
つ
い
て
、

肥
前
山
口
駅
北
側
県
道
多
久

～
江
北
線
の
歩
道
の
件
は
。

町
長　

平
成
20
年
度
に
も
県

の
本
部
長
や
土
木
事
務
所
長

と
の
意
見
交
換
の
中
で
要
望

し
て
お
り
、
今
年
も
再
度
そ

の
後
の
経
過
に
つ
い
て
尋
ね

た
が
、
今
の
と
こ
ろ
整
備
に

つ
い
て
は
中
々
難
し
い
と
の

答
え
で
あ
る
。

池
田　

駅
南
口
の
農
道
宿
５

号
線
（
宿
、
羽
佐
間
水
路
北

側
農
道
）及
び
他
の
箇
所
は
。

町
長　

土
地
改
良
事
業
で
地

元
農
家
の
方
達
の
負
担
に
よ

り
農
道
と
し
て
整
備
さ
れ
た

道
路
で
あ
り
、
交
通
規
制
に

つ
い
て
協
議
し
た
が
、
関
係

者
の
１
０
０
％
の
同
意
が
あ

れ
ば
可
能
で
あ
る
。

教
育
長　

８
月
に
実
施
し
た

合
同
点
検
で
10
カ
所
見
て
回

り
、
対
応
済
み
が
１
箇
所
、

町
で
の
対
応
可
能
が
７
箇

所
、
対
応
困
難
が
２
箇
所
で

あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
道
路
の
外

郭
線
を
引
く
、
注
意
喚
起
に

ク
ロ
ス
マ
ー
キ
ン
グ
や
ド
ッ

ト
線
、
ひ
し
形
の
マ
ー
キ
ン

グ
を
す
る
と
こ
ろ
が
８
箇
所

で
あ
る
。

池
田　

連
絡
協
議
会
の
設
置

の
検
討
は
。

教
育
長　

設
置
の
必
要
性
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。
町
の

組
織
と
し
て
交
通
安
全
協
会

が
し
っ
か
り
と
活
動
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

池
田　

暗
く
な
っ
た
時
の
通

学
路
、危
険
箇
所
の
検
討
は
。

教
育
長　

生
徒
達
自
身
で
の

安
全
対
策
と
自
転
車
等
の
ラ

イ
ト
の
確
認
を
徹
底
す
る
よ

う
指
導
し
て
い
く
。

再
度
問
う
、
通
学
路
の

安
全
対
策
と
危
険
な
通

行
箇
所
に
つ
い
て

一
般
質
問

捕獲用メッシュ柵の設置
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■
一
般
会
計
補
正
歳
入
歳
出

に
つ
い
て 

Ｑ　

民
生
費
の
備
品
購
入
費

と
し
て
80
万
円
の
補
正
が
あ

る
が
。

□Ａ　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

小
椅
子
を
１
０
０
脚
購
入
予

定
し
て
い
る
。

Ｑ  

出
産
一
時
金
は
国
保
だ

け
か
。

□Ａ  

全
て
の
医
療
保
険
と
一

緒
で
、
今
回
の
補
正
は
６
名

を
計
上
。
町
全
体
で
の
見
込

み
は
１
０
０
名
を
切
れ
る
位

と
推
計
し
て
い
る
。

Ｑ  

確
定
申
告
事
務
に
対
し

て
時
間
外
手
当
が
今
回
補
正

で
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
毎

年
の
こ
と
で
あ
り
、
当
初
予

算
に
計
上
す
べ
き
で
は
。

□Ａ  

恒
常
的
に
確
定
申
告
関

係
で
時
間
外
が
出
る
と
い
う

こ
と
か
ら
、
今
回
査
定
の
折

に
は
当
初
予
算
で
検
討
し
た

い 

。
Ｑ　

ふ
る
さ
と
納
税
で
関
東

町
人
会
よ
り
３
万
円
の
範
囲

で
河
津
桜
と
有
る
が
、
何
本

ぐ
ら
い
ど
こ
に
植
栽
す
る
の

か
。

□Ａ  

１
本
か
２
本
で
あ
り
、

場
所
は
庁
舎
東
の
公
園
を
予

定
し
て
い
る
。

Ｑ　

上
小
田
地
区
振
興
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
と
人
数
は
。

□Ａ  
メ
ン
バ
ー
は
11
名
で
町

議
２
名
、
区
長
３
名
、
民
生

委
員
２
名
、
商
工
会
１
名
、

小
田
商
店
街
１
名
、
県
市
町

村
課
２
名
。

Ｑ　

財
政
調
整
基
金
の
３
つ

の
積
立
金
、
現
時
点
で
の
合

計
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

□Ａ　

24
年
末
見
込
み
で
、
財

政
調
整
基
金
が
約
７
億
９
千

万
円
、
減
債
基
金
が
10
億
４

千
９
百
万
円
、
ふ
る
さ
と
応

援
基
金
が
42
万
円
程
度
に
な

る
見
込
み
。

Ｑ　

電
子
黒
板
、
中
学
校
の

４
台
は
、
来
年
度
の
予
算
で

対
応
す
る
の
か
。

□Ａ　

特
別
教
室
１
台
、
理
科

室
２
台
、
家
庭
科
室
と
音
楽

室
が
兼
用
で
１
台
、
併
せ
て

４
台
を
25
年
度
の
当
初
予
算

で
計
上
し
た
い
。

Ｑ　

中
学
校
体
育
館
の
ス
ク

リ
ー
ン
は
イ
ベ
ン
ト
の
た
び

に
他
の
学
校
か
ら
借
り
て
い

る
が
、
町
で
予
算
化
で
き
な

い
か
。

□Ａ　

必
要
で
あ
る
た
め
、
当

初
予
算
に
要
望
し
た
い
。

農
業
体
質
強
化
基
盤
整
備
促

進
事
業
に
つ
い
て

Ｑ　

事
業
は
い
つ
か
ら
行
う

の
か
。

□Ａ　

平
成
25
年
度
の
春
工

事
、
秋
工
事
の
単
年
度
で
行

う
。

Ｑ　

春
工
事
、
秋
工
事
の
仕

分
け
は
。

□Ａ　

生
産
調
整
で
転
作
を
行

う
水
田
は
春
工
事
、
残
り
は

水
稲
刈
り
入
れ
後
に
秋
工
事

と
し
て
計
画
し
て
い
る
。
秋

工
事
は
、
も
ち
の
作
付
け
を

控
え
て
も
ら
う
。

Ｑ　

受
益
者
分
担
金
は
ど
れ

く
ら
い
に
な
る
の
か
。

□Ａ　

反
当
15
万
円
で
そ
の

12
・
５
％
を
徴
収
す
る
。

Ｑ　

要
望
面
積
は
ど
れ
ぐ
ら

い
か
。

□Ａ　

１
７
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

Ｑ　

暗
渠
排
水
工
事
後
の
計

画
は
な
い
の
か
。

□Ａ　

今
後
、
新
た
な
補
助
事

業
が
出
た
場
合
、
均
平
や
畦

畔
除
去
等
の
工
事
を
考
え
た

い
。

無
資
力
臨
鉱
ポ
ン
プ
等
維
持

管
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

Ｑ　

城
ノ
井
排
水
機
場
の
地

下
タ
ン
ク
と
は
ど
う
い
っ
た

も
の
か
。

□Ａ　

エ
ン
ジ
ン
の
冷
却
水
に

使
用
す
る
も
の
で
、
地
下
に

５
５
４
ト
ン
の
タ
ン
ク
が
あ

る
。

塵
芥
処
理
費
に
つ
い
て

Ｑ　

ゴ
ミ
袋
は
年
間
何
枚
程

度
か
、
ま
た
、
手
数
料
は
い

く
ら
か

□Ａ　

昨
年
実
績
で
33
万
枚
手

数
料
は
、
１
枚
当
た
り
５
円

と
消
費
税

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て

Ｑ　

佐
留
志
の
中
継
所
で
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
よ
う
だ

が
ど
う
な
っ
た
か

□Ａ　

夏
の
豪
雨
襲
来
、
真
空

檫
の
作
動
不
良
が
発
生
し
て

い
る
。
12
月
初
旬
に
発
生
し

た
不
良
箇
所
は
、
対
処
で
き

る
見
込
み
。（
12
月
18
日
解

決
し
た
。）

町
道
門
前
・
観
音
下
線
に
つ

い
て

Ｑ　

用
地
買
収
は
全
部
完
了

し
て
い
る
の
か

□Ａ　

全
線
的
に
は
事
業
費
が

不
足
し
て
お
り
、
３
割
弱
が

残
っ
て
い
る

■　

江
北
町
水
道
事
業
の
設

置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

地
方
公
営
企
業
法
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
資
本
剰
余
金

の
処
分
に
つ
い
て
定
め
る
も

の
。

（
全
員
賛
成
）

■　

江
北
町
農
業
体
質
強
化

基
盤
整
備
促
進
事
業
分
担
金

徴
収
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

農
地
の
排
水
不
良
等
の
農

業
生
産
基
盤
の
課
題
に
つ
い

て
対
応
し
て
い
く
も
の
。

（
全
員
賛
成
）

■　

江
北
町
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
及
び
国
有
資
産

等
所
在
市
町
村
交
付
金
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
い
改
正
す
る
も
の
。

（
全
員
賛
成
）

各
常
任
委
員
会
事
務
調
査

■　

総
務
常
任
委
員
会

視
察
先

北
九
州
市
立
向
洋
中
学
校

平
成
24
年
11
月
14
～
15
日

電
子
黒
板
を
利
用
し
た
授
業

■　

産
業
常
任
委
員
会

視
察
先

熊
本
県
上
益
城
郡
益
城
町

農
業
法
人
（
有
）
コ
ウ
ヤ
マ

平
成
24
年
11
月
27
～
28
日

芋
を
使
っ
た
６
次
産
業

各
常
任
委
員
会
Ｑ
＆
Ａ

総
務
常
任
委
員
会

産
業
常
任
委
員
会

条
例
制
定

各
常
任
委
員
会
Q
&
A
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いきいき健康カレンダーいきいき健康カレンダーいきいき健康カレンダーいきいき健康カレンダー
2 月 事　業　名 受付時間 時間帯 場 所

1 ㊎ 気功教室 9:30～ 10:00 10:00 ～ 11:00 保健センター

6 ㊌ いきいき教室 9:00～   9:30 9:30 ～ 11:00 保健センター

6 ㊌ はつらつ教室 13:00 ～ 13:30 13:30 ～ 15:00 保健センター

7 ㊍ おたまじゃくし教室 9:45 ～ 10:00 10:00 ～ 11:30 保健センター

8 ㊎ 気功教室 9:30 ～ 10:00 10:00 ～ 11:00 保健センター

12 ㊋ デイケア　ゆとり 9:50 ～ 10:00 10:00 ～ 12:00 保健センター

13 ㊌ いきいき教室 9:00～   9:30 9:30 ～ 11:00 保健センター

13 ㊌ はつらつ教室 13:00 ～ 13:30 13:30 ～ 15:00 保健センター

14 ㊍ おたまじゃくし教室 9:45 ～ 10:00 10:00 ～ 11:30 保健センター

15 ㊎ 気功教室 9:30～ 10:00 10:00 ～ 11:00 保健センター

2 月 事　業　名 受付時間 時間帯 場 所

15 ㊎ 健康相談 9:30～ 10:30 9:30 ～ 11:00 保健センター

15 ㊎ 乳児健診 13:00 ～ 13:15 13:00 ～ 15:00 保健センター

19 ㊋ ベビーとママのにこにこ教室 9:45 ～ 10:00 10:00 ～ 11:30 保健センター

20 ㊌ いきいき教室 9:00～ 9:30 9:30 ～ 11:00 保健センター

20 ㊌ はつらつ教室 13:00 ～ 13:30 13:30 ～ 15:00 保健センター

21 ㊍ おたまじゃくし教室 9:45 ～ 10:00 10:00 ～ 11:30 保健センター

26 ㊋ 2ヵ月児相談 9:45～ 10:00 10:00 ～ 11:00 保健センター

27 ㊌ いきいき教室 9:00～ 9:30 9:30 ～ 11:00 保健センター

27 ㊌ はつらつ教室 13:00 ～ 13:30 13:30 ～ 15:00 保健センター

28 ㊍ おたまじゃくし教室 9:45 ～ 10:00 10:00 ～ 11:30 保健センター

おすすめ新着本
一般書

『謎解きはディナーのあとで　３』

『幕末外交官　岩瀬忠震と開国の志士たち』

『僕の死に方　エンディングダイアリー５００日』

『Ｓｉｇｎ　ｗｉｔｈ　Ｍｅ　店内は手話が公用語』

『フェルトを使った季節の飾りもの』

東川　篤哉・著

岳　真也・著

金子　哲雄・著

柳　匡裕・著

ブティック社

他

『キャベたまたんていゆうれいかいぞくの地図』

『かいけつゾロリなぞのスパイとチョコレート』

『おとのさまのじてんしゃ』

『いのちのヴァイオリン』

『領土を考える　１』

三田村　信行・作

原　ゆたか・作・絵

中川　ひろたか・作

中澤　宗幸・著

塚本　孝・監修

鈴木　のりたけ・さく

高畠　那生・作

ジェーン・マッシー・絵

浅生　ハルミン・著

あべ　弘士・絵

他

『おしりをしりたい』

『バナナじけん』

『あかちゃんのいちにち』

『キッキとトーちゃんふねをつくる』

『ゆきのよあけ』

『明治ブルガリア
ヨーグルトレシピＢＯＯＫ』

明治・監修

絵　本

『ねむりひめ』
荒井　良二・著

児童書

『サメ大図鑑』
田中　彰・監修

●随時、新しい本が入ってきています。新着本など、本の検索はネ

イブルのホームページからでもできますので、どうぞご利用くだ

さい。

●リクエストも受付けております。お気軽にカウンターまでどうぞ。

●毎月第３土曜日におはなし会を行っています。

　次回は 2月 16日（土）午後２時からです。　　　　　　

●ネイブルからのお願い：本を借りる人は、バッグをご持参下さい。

　みなさまのご協力をお願いします。

ホームページアドレス　http://navel.town.kouhoku.saga.jp

白石消防署管内　日曜・祭日在宅医当番予定表

※武雄地区休日急患センター
　・診療時間：午前9時～午後5時（日曜・祭日）　・小児夜間救急（診療）：午後7時～午後9時（土曜・日曜・祭日）

月 日 曜日
内　　科 外　　科

当番施設名 電話番号 当番施設名 電話番号

2

3 日曜日 順天堂病院（大町町） 0952-82-3161 稲富胃腸科外科（白石町） 0952-84-3027

10 日曜日 副島医院（白石町） 0952-84-2205 藤井整形外科（白石町） 0952-84-5880

11 月・建国記念日 大町町立病院（大町町） 0952-82-2816 大隈レディースクリニック（江北町） 0952-86-2567

17 日曜日 原田内科医院（白石町） 0952-87-3737 重村医院（白石町） 0952-84-2656

24 日曜日 戸原内科（大町町） 0952-82-2051 川﨑整形外科（大町町） 0952-82-5551
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A地区指定日 B地区指定日 C地区指定日
BC地区
共通

新宿、土元、門前、東分、西分、
花祭、高砂、上惣、宿（バイパス
南を含む全地区）

観音下、石原、新町、上区、岩
屋、岳、鹿ノ口、白木、平山、仲
町、浪花町、日ノ出

上分、下分、野口、下惣、馬場、
祖子分、江口、正徳、八北、八
中、八南、東区、大西、南郷

★２月は、資源物回収となっています。回収日が、雨天の場合は、翌週の木曜日に延期になります。なお、容器包装プ
ラスチックにおいては、雨天の場合も収集しますので、お間違えのないようにお願いします。

3

10

17

24

4

11

18

25

1

8

15

22

1

2

9

16

23

2

6

13

20

27

5

12

19

26

7

14

21

28
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2013年2月くらしのカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

可燃物
不燃物

可燃物
不燃物

可燃物

可燃物

可燃物

可燃物

可燃物
不燃物

可燃物
不燃物

可燃物

可燃物

可燃物

可燃物

可燃物 容器包装プラスチック

資源物

資源物

資源物
容器包装プラスチック

容器包装プラスチック

容器包装プラスチック

容器包装プラスチック可燃物

可燃物

可燃物

可燃物
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まちの人口

（町の木）モチの木　（町の花）水仙

前年同月
（平成24年12月31日現在）

人　口
　男
　女
世帯数

（平成23年12月31日現在）

VOL.237 2 9,750
4,620
5,130
3,197

人
人
人
世帯

人
人
人
世帯

9,799
4,643
5,156
3,180

子や孫に誇れる郷土　江北

FEBRUARY
2013

　12月20日（木）江北町幼児教育センター
で江北町老人クラブ連合会の皆さんの指
導のもと、餅つきが行われ、園児たちは餅
つきを楽しみました。

有料広告

＆議会だより
・特設人権相談所開設

・心配事相談
  および行政相談

・心配事相談

・ふるさとクリーンデー
・日曜役場

・消費生活相談日

・消費生活相談日

・消費生活相談日

・女性のための巡回相談 ・第53回郡市対抗
  県内一周駅伝大会
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